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第１章    第三次計画策定にあたって 

 
 

１ これまでの歩み 

平成 13 年に施行された、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成 13 年法

律第 154 号。以下「推進法」という。）では、「子どもの読書活動の推進に関する基本

的な計画」の策定について、市町村での努力義務が明記されています。 

岡崎市においても、平成 21 年４月に「岡崎市子ども読書活動推進計画（第一次）」

（以降、「一次計画」とする。）を、平成 26 年 12 月に「岡崎市子ども読書活動推進

計画（第二次）」（以降、「二次計画」とする。）を策定し、図書館を始めとした読書環

境の整備、保護者への啓発や、学校等への支援、子どもの読書活動に関わる人材の研

修等様々な取組を進めてきました。 

本市では、二次計画対象期間が平成 30 年度までとなるため、これまでの取組の成

果や課題を整理し、国や県の読書活動推進に関わる動向を踏まえて、未来の岡崎市を

担う子どもたちの読書活動を推進するために「岡崎市子ども読書活動推進計画（第三

次）」（以降、「三次計画」とする。）を策定します。 
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２ 第二次計画の主な事業の実績について 

（１）子どもが本にふれられる場所を整えます 

本市では中央図書館、額田図書館、７つの市民センター図書室、岡崎げんき館情報

ライブラリーにおいて図書館サービスを充実させるとともに、子育て支援センターや

地域交流センターなど地域の様々な施設でも子どもが本にふれられるよう読書環境の

整備を行っています。 

平成 28 年度には中央図書館のティーンズコーナーに、高校や大学のパンフレット、

学校及び予備校情報、面接や論文、試験対策などの資料を集めた「進路コーナー」を

設け、中高生の利用促進を図っています。 

平成 30 年２月には額田図書館が額田センター（こもれびかん）内に移転オープン

し、施設規模の縮小により蔵書数は少なくなったものの、新たな市民の読書活動の場

として機能しています。 

学校や保育園・幼稚園・こども園など、子どもが普段生活する場所においては発達

段階に応じた図書資料の充実を進めており、特に学校では学級文庫の充実などの事業

に取り組むとともに、低学年用図書スペースの設置や学校図書館資料のデータベース

化などを推進しています。 

 

（２）子どもが本に接する機会を増やします 

本市では、子どもの読書活動を推進するために、本に接する機会を増やす取組を行

っています。 

平成 22 年度から実施しているブックスタート１）事業では、乳幼児とその保護者に

対して、絵本を紹介しながら手渡しをすることで、一緒に絵本を読む時間の楽しさを

知る最初のきっかけを提供しています。平成 27 年度からは中央図書館とげんき館（１

歳６か月児健診会場）に加え、額田図書館と南部市民センター図書室でもブックスタ

ートを受けられるよう実施場所を拡大し、平成 29 年度からは対象年齢を生後６か月

から生後４か月に引き下げるなど、より多くのかたがゆとりをもってブックスタート

を受けられるような取組を行ってきました。それに伴い、ブックスタートフォローア

ップ事業の１つである「赤ちゃんからのよみきかせ」は年々参加者が増加しており、

読み聞かせの実施回数を増やすなど、利用者のニーズに応じて事業を見直しています。 

 
１）ブックスタート：絵本を通して親子の絆を深め、絵本に親しむきっかけとするため、赤ちゃん及び

保護者に対し読み聞かせを行い、絵本と関連情報を配付する事業。  
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平成 25 年度から実施しているセット貸出事業については市内の９割以上の小学校

で活用されており、同じく平成 25 年度から実施している授業支援用資料の提供事業

についても毎年利用件数が増加しているなど、図書館と学校が連携した読書推進事業

として定着しています。 

中央図書館で行われているティーンズ交流会では、中高生が中心となりティーンズ

情報紙の編集を行うほか、地域や学校が異なる子どもたちの交流の場として機能して

おり、これらの活動によって平成 30 年度には文部科学省から「子供の読書活動優秀

実践図書館」として表彰を受けました。 

そのほか、子どものためのレファレンス２）の実施、パスファインダー３）の作成、聴

覚障がいを持つ子どもへの読み聞かせの実施、読書通帳サービス４）の導入など、子ど

もの調べ学習や活発な読書活動を支援するための事業に積極的に取り組みました。 

（３）子どもの読書活動を応援する人を増やします 

本市では、子どもの読書活動の推進に欠かすことのできない読書ボランティアの養

成及び活動支援と、図書館職員を始めとする子どもの読書活動の推進に関係する人材

の育成を行っています。 

「ブックスタートボランティア養成講座」を始めとするボランティア養成講座の実

施、中央図書館で活動するボランティア団体の例会の開催支援、平成 29 年度からは

市内の各地域で活動する読み聞かせボランティアの交流会を開催するなど、ボランテ

ィア活動を行う人を増やし、各団体がより活発に活動できるよう取り組んでいます。 

また、図書館職員や保育士、学校教諭を始めとした専門的な知識や技術を有し、子

どもの読書活動に深く関わる人材が、研修などを通じて知識の習得やスキルアップを

行えるような体制を推進しています。 

（４）子どもの読書活動が継続的にすすむような仕組みをつくります 

庁内横断組織として「岡崎市子ども読書活動推進会議」を開催し、事業の進捗管理

や情報共有を行っています。また、中央図書館と市現職研修委員会学校図書館部の連

携により、図書館と学校現場の情報を共有することで、より効果的な取組が行えるよ

う努めています。 

 
２）レファレンス：利用者の問合せに応じたり、本に関する情報を提供したりする業務。 

３）パスファインダー：特定のテーマに関する文献、情報の探し方・調べ方を案内するもの。 

４）読書通帳サービス：図書館で借りた本のタイトル、借りた日付を通帳に印字することができるサー

ビス。  
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３ 岡崎市の子どもの読書活動概観 

（１）第二次推進計画期間における達成状況概観 

平成 29 年度末時点の取組事業全体の進捗状況は、「目標どおり達成できた」が

80.6％、「ほぼ達成できた」が 9.2％という結果となりました。方針別では、「ほぼ達

成できた」までを含めた場合、方針１の「子どもが本にふれられる場所を整えます」

の達成率が最も高く、方針 4 の「子どもの読書活動が継続的にすすむような仕組みを

つくります」が最も低くなっています。方針 4 については、団体貸出の貸出冊数、パ

ネルシアター5）・大型絵本などの貸出件数について目標値を下回っており、利用方法

などの周知を徹底し、利用の促進を図る必要があります。 

 
 

第二次推進計画事業進捗状況 
（平成 29 年度末現在） 

上段：事業数、下段：割合（％） 

基本方針 
目標どお
り達成で
きた 

ほぼ達成
できた 

あまりで
きていな
い 

廃止 

未着手 
その他 計 

子どもが本にふれ
られる場所を整え
ます 

22 

（88.0%） 

2 

（8.0%）

1 

（4.0%）
－ － 25 

子どもが本に接す
る機会を増やしま
す 

39 

（81.3%） 

4 

（8.3%）

4 

（8.3%）
－ 

1 

（2.1%） 
48 

子どもの読書活動
を応援する人を増
やします 

14 

（77.8%） 

2 

（11.1%）

1 

（5.6%）

1 

（5.6%）
－ 18 

子どもの読書活動
が継続的にすすむ
ような仕組みをつ
くります 

4 

（57.1%） 

1 

（14.3%）

1 

（14.3%）

1 

（14.3%）
－ 7 

計 
79 

（80.6%） 

9 

（9.2%）

7 

（7.1%）

2 

（2.0%）

1 

（1.0%） 
98 

       

目標どおり達成できた…100％またはそれ以上 ほぼ達成できた…80％以上 100％未満 

あまりできていない …80％未満  未着手    …廃止はしないが、現在未着手のもの

廃止        …事業を廃止したもの その他    …事業の見直し等を行ったもの 

 
 
 
 
 

５）パネルシアター：不織布に描いた絵を、毛羽立ちのいい布（パネル布）を貼った舞台に貼ったりは

がしたりして、歌やお話を演じるもの。  
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（２）本が好きな子どもの増加と読書習慣の定着 

本市において、平成 30 年６月に実施した「子どもの読書活動に関するアンケート

調査」（以下、平成 30 年度調査）によると、小学生の 70.9％、中学生の 58.8％、

高校生の 58.0％が本を読むことが「とても好き」あるいは「好き」と回答していま

す。平成 25 年 11 月に実施した「子どもの読書活動に関するアンケート調査」（以

下、平成 25 年度調査）と比べると、小学生では「とても好き」あるいは「好き」と

回答する割合が増加しています。（図１参照）また、小学生の読書習慣が前回に比べて

大きく変化しており、１か月に 10 冊以上読む割合が 27.1％（平成 25 年度調査：

15.5%）、ほぼ毎日読む割合が 50.1％（平成 25 年度調査：23.3％）となっていま

す。（図２、３参照）このことから、本市では、特に小学生で読書習慣の定着と読書好

きの割合の増加がみられることがわかります。ほかにも、小学生では読書通帳を作っ

てから本をたくさん借りるようになった割合が 37.8％、今まで読まなかった種類の

本を読むようになった割合が 33.9％と回答しており、平成 29 年１月から導入され

た読書通帳サービスが子どもの読書活動の活性化に影響を与えていると考えられます。

（p.85 資料編２ 21 グラフ参照） 

また、１か月間に１冊も本を読まなかった児童生徒（不読者）の割合は、小学生で

3.9％（国：8.1％）、中学生で 10.5％（国：15.3％）、高校生で 53.7％（国：55.8％）

となっており、年齢が上がるにつれ高くなっています。「第 64 回学校読書調査」（以下、

学校読書調査）における全国平均と比べると、小学生・中学生・高校生の不読率はいず

れも低くなっています。また、平成 25 年度調査と比べると、小学生、中学生では改善

しているものの、高校生では若干の悪化がみられます。（※平成 25 年度調査：小学生

11.5％、中学生 15.3％、高校生 51.1％）（図４～７参照） 

学校読書調査の分析でも、不読率の改善については、図書館を始め家庭、地域、学

校における発達段階に応じた効果的な取組が必要とされており、本市においても特に

10 代の子どもに対する読書への関心や興味を高める働きかけが重要であると思われ

ます。 
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※実施時期・対象などについては p.67 をご覧ください。 

 

図１ 本を読むことが好きかについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 読書習慣について（１か月間に読んだ本の冊数） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

10冊以上 ７～９冊 ４～６冊 １～３冊

とても好き 好き どちらでもない

あまり好きではない きらい わからない

無回答

回答者数 =

平成30年度 510

平成25年度 486

平成30年度 673

平成25年度 694

平成30年度 471

平成25年度 466
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図３ 読書習慣について（本を読む頻度） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ １か月間に１冊も本を読まなかった児童生徒（不読者）の割合（小学生） 
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図５ １か月間に１冊も本を読まなかった児童生徒（不読者）の割合（中学生） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
図６ １か月間に１冊も本を読まなかった児童生徒（不読者）の割合（高校生） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
図７ １か月間に１冊も本を読まなかった児童生徒（不読者）の割合（岡崎市） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※小学生の回答者数は、平成 30 年度 510 人、平成 25 年度 486 人、平成 20 年度 486 人 
中学生の回答者数は、平成 30 年度 673 人、平成 25 年度 694 人、平成 20 年度 520 人 
高校生の回答者数は、平成 30 年度 471 人、平成 25 年度 466 人、平成 20 年度 155 人 
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（３）本にふれられる場所と機会の保障 

子どもの読書活動の推進のためには、本にふれられる場所と機会を提供し、保障す

ることが必要です。文部科学省が行っている「社会教育統計※」によると、全国的にみ

ても図書館数は増加しており、児童室を有する図書館数も増加傾向にあります。また、

文部科学省が定めた、学校図書館に整備すべき蔵書数の達成割合についても、多くの

都道府県で改善傾向にあります。 

本市においても学校図書館の整備を進めていますが、学校図書館をほとんど利用しな

い児童生徒の割合は、平成 30 年度調査では、小学生で 13.1％、中学生で 53.6％、高

校生で 75.4％となっており、年齢が上がるにつれ高くなっています。平成 25 年度調

査では、小学生で 15.4％、中学生で 66.7％、高校生で 75.6％であり、中学生でほと

んど利用しない割合が減少しており、学校図書館の利用の増加傾向がみられます。 

（図８参照） 

学校図書館をもっと多くの人に利用してもらうために必要なことについて、小学生

では「新しい本を増やすこと」「本の種類を増やすこと」の割合が高く、中学生、高校

生と年齢が上がるにつれて割合が低くなる一方、「勉強するスペースを広くすること」

の割合は小学生では低いものの、中学生、高校生と年齢が上がるにつれて高くなって

おり、年齢による意識の違いが浮き彫りになっているといえます。（図９参照） 

また、平成 30 年度調査では、中央図書館、市民センター図書室などを利用したこ

とがない人の割合は、小学生で 17.8％、中学生で 14.9％、高校生で 20.0％、保育

園・こども園保護者で 27.6％、小学生保護者で 15.7％となっており、保育園・こど

も園保護者で利用したことがない人の割合が高くなっています。（図 10 参照）小さな

子を抱える保護者にとっては、より身近な場における読書環境の整備が子どもの読書

活動を推進する上で重要であると考えられます。 

また、全国的にも障がいのある子どものための読書環境の整備が進められており、

「社会教育統計」によると、点字図書の所有率などが増加傾向にあります。本市にお

いても、障がいの有無に関わらず、全ての子どもが本に接する機会を保障するため、

障がいに応じた子ども向けの資料の充実、聴覚障がいのある子どもに対する読み聞か

せの実施を行います。 

 
※統計名称「社会教育調査」は平成 27 年度から「社会教育統計」に変更しています。 
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図８ 学校図書館をほとんど利用しない児童生徒の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小学生の回答者数は、平成 30 年度 510 人、平成 25 年度 486 人 
中学生の回答者数は、平成 30 年度 673 人、平成 25 年度 694 人 

 

 

 

図９ 学校図書館を多くの人に利用してもらうために必要なことについて（平成 30 年度） 
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図 10 中央図書館、市民センター図書室などの未利用者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小学生の回答者数は、平成 30 年度 510 人、平成 25 年度 788 人 
中学生の回答者数は、平成 30 年度 673 人、平成 25 年度 1,114 人 
高校生の回答者数は、平成 30 年度 471 人、平成 25 年度 658 人 
園児保護者の回答者数は、平成 30 年 519 人、平成 25 年度 696 人 
小学生保護者の回答者数は、平成 30 年 676 人、平成 25 年度 1,144 人 
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（４）子どもの読書活動を支える大人の関わり 

子どもの読書活動の推進にあたって、読書の喜びや楽しさを伝え、読書意欲を高め

るような働きかけや、子どもが読書に取り組みやすい環境の整備など、子どもの読書

活動全体を支える大人の存在が必要です。全国的にみても、図書館のボランティア活

動登録制度を設ける図書館は漸増、図書館における司書数も増加しており、環境の整

備は徐々に進んでいます。 

平成 30 年度調査では、家庭での大人の関わりに注目すると、子どもに読み聞かせを

したり、子どもと一緒に読書をしたりすることが週１回以上ある人の割合は、保育園・

こども園保護者で 83.5％、小学生保護者で 18.1％と子どもが小学生になると大幅に

減少しています。（図 11 参照）「子供の読書活動の推進等に関する調査研究」（平成 28

年度文部科学省委託調査）では、読書をするきっかけとして、小学生で「家族が一緒に

本を読んだり図書館や本屋に連れて行ってくれたりすること」が最も高いことから、子

どもの読書活動の入り口として、周りの大人の働きかけが重要であることがわかります。

子どもの年齢に応じて、読書活動を推進する様々な試みが必要であり、子ども自身が読

書に興味を持ち、自発的に読書活動を行えるように支援をすることが必要です。 

さらに、平成 30 年度調査によると、子どもの読書活動を活発化させるために、学

校等で必要な取組について、保育園・こども園保護者、小学生保護者では「保育園、

幼稚園、こども園、学校の先生がためになる本や面白い本を子どもに積極的に紹介す

る」の割合が高くなっています。（図 12 参照）保育園、幼稚園、こども園、学校と図

書館とが連携を深め、小さい頃からの読書習慣を推進していくことが必要です。 

 

図 11 家庭での子どもへの読み聞かせや子どもとの読書について 
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図 12 子どもの読書活動を活発化させるために必要な取組について 
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（５）魅力あふれる図書館・学校図書館づくり 

「子供の読書活動の推進等に関する調査研究」（平成 28 年度文部科学省委託調査）

では、本をあまり読まない理由として、「読みたいと思う本がないから」の割合が小学

生で 40.2%、中学生で 35.8％と高くなっており、子どもの興味関心に合った本の提

供は大きな課題となっています。（図 13 参照） 

平成 30 年度調査においても、子どもの読書活動を活発化させるために必要なこと

として、「学校図書館の本を増やすこと」の割合が小学生で 36.5％、中学生で 24.7％

と高くなっているのに加え、「学校図書館をもっと使いやすくすること」の割合も小学

生で 25.1％、中学生で 23.8％と高くなっています。（図 14 参照）新しい本を増や

し蔵書を充実させるとともに、学校図書館を一番身近な本との出会いの場として整備

していくことで、子どもの読書への意欲を高めることが、読書活動の推進につながる

と考えられます。また、図書館などをより利用してもらうために必要なこととして「ま

んがや雑誌をおくこと」と回答した割合が小学生、中学生、高校生のいずれも上位に

あることから、子どものニーズを広くとらえていくことも必要です。（p.87 資料編

２ 23 グラフ参照）安定した図書費の確保を行い、蔵書を充実させるとともに、学校

司書６）の配置などによる環境の整備に努め、魅力あふれる図書館・学校図書館づくり

を進めることが大切です。 

図 13 【国調査】本をあまり読まない理由 

（子供の読書活動の推進等に関する調査研究） 
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図 14 子どもの読書活動を活発化させるために必要なことについて 
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４ 子どもの読書活動を取り巻く情勢の変化 

（１）国の動向 

平成 26 年の学校図書館法の改正により、学校図書館専任の職員である学校司書の

配置が努力義務として定められました。また、平成 29 年の学習指導要領の改訂では、

言語能力の育成を図るため、環境の整備、読書活動の充実、学校図書館の利活用によ

り、児童生徒の自主的・自発的な読書活動を充実させることが規定されました。さら

に、スマートフォン、インターネット等の様々な情報メディアの発達・普及が進むな

か、情報を正しく選択し、認識する能力が求められています。このような状況におい

て、子どもの「読書離れ」が指摘されており、子どもの読書を取り巻く環境の整備の

必要性は一層大きな課題となっています。 

「第 64 回学校読書調査」によると、１か月間に本を一冊も読まない子どもの割合

（不読率）は、小学生は 8.1％、中学生は 15.3％、高校生は 55.8％となっています。

また、中学生・高校生段階での読書活動と「論理的思考」の発達についての関連性が

示されており、読書活動が子どもに及ぼす影響について注目されています。 

 

（２）国が示す計画の改正ポイント 

平成 30 年４月に国が示した、新たな「子供の読書活動の推進に関する基本的な計

画」（「第四次基本計画」）における計画改正の主なポイントは次のとおりです。本市に

おいても、地域の実情に即して本計画に反映します。 

 

① 読書習慣の形成に向けて、発達段階ごとの効果的な取組を推進 

・乳幼児、児童、生徒の一人一人の発達や読書経験に留意し、家庭、地域、学校に

おいて取組が進められること 

・学校種間の連携による切れ目のない取組 

 

② 友人同士で本を薦め合うなど、読書への関心を高める取組を充実 

・読書会、図書委員、子ども司書７）、ブックトーク８）、書評合戦（ビブリオバトル）
９）などの取組を通じ、「心に残る一冊の本」と出会う読書のきっかけをつくる 

 
７）子ども司書：学校や図書館で読書を推進するために活動するリーダーとなる児童のこと。 

８）ブックトーク：子どもや大人の集団を対象に、本への興味を引き出すよう工夫を凝らして、何冊か

の本の内容紹介を行う活動。 

９）書評合戦（ビブリオバトル）：本の紹介コミュニケーションゲームで、各自が本を持ち寄って集ま

り、その本の面白さについて５分程度でプレゼンテーションし合い、一番読みたくなった本を参加

者の多数決で決定する書評会。  
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（３）愛知県の動向 

愛知県では、全ての子どもが自主的に読書活動ができるよう、平成 16 年３月に「愛

知県子ども読書活動推進計画」を、平成 21 年９月には「愛知県子ども読書活動推進

計画（第二次）」を、平成 26 年３月には「愛知県子ども読書活動推進計画（第三次）」

を策定して取組を進めています。また、「あいちの教育に関するアクションプランⅡ」

の個別実施計画として位置づけられています。 

「愛知県子ども読書活動推進計画（第三次）」では、「～読書が好き！と言える子ど

もの育成を目指して～」を基本理念とし、基本目標に①家庭、地域、学校等における

取組の推進、②普及啓発活動の推進、③子どもが読書に親しむ機会を提供できる連携・

協力体制の整備の３つを据え、計画を推進しています。 
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第２章    第三次計画の基本的な考え方 

 
 

１ 計画の理念 

子どもの読書活動は「推進法」の基本理念にうたわれているように「言葉を学び、

感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身

に付けていく上で欠くことのできないもの」です。 

本市では『読書が楽しいと感じる子どもを育てる』ことを念頭に、子どもが主体的

に読書に取り組み、豊かな心を育むとともに、自ら考える力を身に付けられるような

環境づくりに努めます。 

 

２ 計画の目的 

子どもが本に親しみながら、表現力や想像力を養い、また様々な考えにふれること

で、多面的に物事をとらえる力を身に付けることができるよう、子どもの読書活動に

関する施策について、全庁的な協力体制のもと総合的・計画的に取り組み、充実した

読書環境と多種多様な読書機会を設けるよう努めます。 

 

３ 計画の期間 

本計画の対象期間は、平成 31 年度から平成 35 年度までの５年間とします。なお、

社会情勢の変化等によって見直しが必要になった場合には、計画期間内であっても、

適宜内容の見直しを図ることとします。 

 
平成 

26 年度 

平成 

27 年度

平成 

28 年度 

平成 

29 年度

平成 

30 年度

平成 

31 年度

平成 

32 年度

平成 

33 年度 

平成 

34 年度 

平成 

35 年度

          

 

４ 計画の対象 

◇乳幼児、小学生、中学生及び高校生を中心とした概ね 18 歳以下の子ども 

◇保護者、教諭、地域住民など、子どもに関わる大人  

第三次岡崎市子ども読書 
活動推進計画 

第二次岡崎市子ども読書 

活動推進計画 
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５ 基本方針 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

本市では図書館交流プラザ内の中央図

書館が、図書館機能の中枢を担っており、

地域には、平成 30 年２月に移転した額

田図書館や市民センター図書室などの施

設・設備があります。子どもの多くは読書

に興味を持っているため、これらの施設

を十分に活用してもらうことで、子ども

が本にふれられる機会を増やすことがで

きると考えます。また、子どもにとって最

も身近な場所である学校については、学

習指導要領を踏まえた読書活動の推進を

行うとともに、学校図書館を整備・充実さ

せます。各地域の施設においても読書環

境を整備するなど、子どもが本にふれら

れる場所を整えます。 

子どもの読書活動を推進するにあたっ

ては、まず、子ども自身が読書に興味を持

ち、楽しさや大切さなどを感じることが

重要です。そして、子どもの自発的な読書

活動を促すためには、本の提供をするだ

けでなく、本に接する様々な機会が必要

です。特に子どもが小さい頃の読み聞か

せは読書の習慣づけに有効であることか

ら、そのきっかけとなるブックスタート

事業を推進していきます。家庭、地域、図

書館、学校及び幼稚園や保育園、こども園

等と連携し、幅広い取組を実現します。 

子どもに本の楽しさを知ってもらうた

めには、多種多様な読書機会を提供する

必要があります。本市で活発に取り組ま

れている地域や学校及び幼稚園、保育園、

こども園等におけるボランティア活動や

市民活動は、子どもが本に親しむ機会を

広げています。また、専門的な知識や技術

を有した図書館職員などによる情報や資

料、学習機会の提供を通じて読書活動を

支援することも重要です。子どもの読書

活動を応援するこれらの人々の育成と適

正な配置を進めます。 

本市では、これまでも子どもの読書活

動に関して、様々な施策を関係部局にお

いて進めてきました。将来にわたって継

続的かつ効果的な子どもの読書活動推進

のための仕組みづくりを行うため、関係

施設や部局が連携し、情報交換や協働事

業を進めていくことができるよう、庁内

組織の設置や関係部局の連携に努めま

す。 

基本方針１ 

子どもが本にふれられる 

場所を整えます 

基本方針２ 

子どもが本に接する機会を 

増やします 

基本方針３ 

子どもの読書活動を応援する

人を増やします 

基本方針４ 

子どもの読書活動が継続的に

すすむような仕組みをつくり

ます 
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６ 計画の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
次
岡
崎
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画 

〔 計画 〕 〔 各取組 〕 〔 基本方針 〕 

基本方針２ 

子どもが本に接する機

会を増やします 

基本方針４ 

子どもの読書活動が継

続的にすすむような仕

組みをつくります 

エ 地域における場所の整備 

◇額田図書館、市民センター図書室を始めとする地域施設

における図書資料の充実 

ア 中央図書館における場所の整備 

◇子ども図書室、ティーンズコーナーにおける図書資料の充実

◇児童読書活動支援事業における図書資料の充実 

◇障がいに応じた子ども向けの資料、外国語絵本の充実 

イ 学校図書館における場所の整備 

◇学級文庫の充実 ◇低学年図書室等の整備 

◇司書教諭の配置 学校司書の配置    ◇データベース化

エ 地域における読書活動機会の提供 

◇

◇地域施設における読み聞かせの実施 

◇出生届提出時、健診時における絵本情報の提供 

イ 学校における読書活動機会の提供 

◇セット貸出、授業支援、団体貸出の活用 

◇読書タイムの実施

◇子ども同士で行う読書に関する活動の推進 

ウ 
◇読み聞かせの実施と本の貸出 

ウ 幼稚園・保育園・こども園における場所の整備 

◇幼稚園・保育園・こども園における図書資料の充実 

ウ 啓発活動の推進 

◇子ども向け図書館情報紙の作成及び配布 

◇子ども向けイベントの周知 

◇おすすめ図書リストの作成及び配布 

ア 推進体制の構築 

◇子ども読書活動推進会議の開催 

◇中央図書館と学校図書館部の連携 

◇自主財源確保のための取組・検討 

ア 中央図書館における読書活動機会の提供 

◇ ◇

◇ ◇  

◇ホームページやツイッターによる情報発信 

イ 読書ボランティアの育成 

◇読書ボランティア養成講座の実施 

◇ブックスタート事業支援ボランティア養成講座の実施 

ア 人材育成 

◇図書館職員の研修・職員体制の整備 

◇読書活動に関わる人に対する各種研修や講習会の実施 

◇教職員の読書指導力の向上 

イ 関連機関同士の連携と情報交換 

◇団体貸出の推進 

◇中央図書館と学校図書館とのネットワーク化の検討 

基本方針１ 

子どもが本にふれられ

る場所を整えます 

基本方針３ 

子どもの読書活動を応

援する人を増やします
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第３章    子どもの読書活動推進のための具体的な取組 

 
 

１ 当計画期間における重点取組事業 

第三次計画期間において以下の３点に関わる事業を重点取組事業と位置づけて推進

します。 

 
（１）発達段階に応じた効果的な取組事業の推進 

（２）ティーンズに向けた取組の強化 

（３）資料費の確保に関する取組 
 

（１）発達段階に応じた効果的な取組事業の推進 

国の第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」では発達段階ごとの取

組が主なポイントとして取り上げられています。本に出会い、本に親しみ、読む力を

身に付け、興味に応じて幅広い読書ができるような読書習慣の形成のために、図書館

を始め家庭、地域、学校における発達段階に応じた効果的な取組を推進します。 

 

主な取組 

乳幼児期 
 

小学生期 

 
 

中学生期 

 
 

高校生期 
 

特別の支援を要する児童・生徒 

障がいに応じた子ども向けの資料の充実、聴覚障がいのある子ども

に対する読み聞かせの実施、特別支援学校における読み聞かせの実

施、岡崎特別支援学校等へのセット貸出 
 

 

10）ティーンズサービス：中学生・高校生などの 10 代を対象とした図書館サービス。 

重点取組事業 

ブックスタート事業、読み聞かせの実施、読書通帳サービスの実施 

読書タイム、読書感想文・感想画コンクールの実施、学校図書館資料

のデータベース化の推進、学校司書の配置、セット貸出、授業支援用

資料の提供、読書通帳サービスの実施 

読書タイム、読書感想文・感想画コンクールの実施、学校図書館資料

のデータベース化の推進、学校司書の配置、授業支援用資料の提供、

中学生によるおすすめ本の紹介、読書通帳サービスの実施 

ティーンズサービス 10）の充実 



 

  
22 

 

（２）ティーンズに向けた取組の強化 

国の第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」では、中高生期におい

ては、同世代からの影響を受けやすい傾向にあることから、友人からの働きかけを伴

う、子ども同士で本を紹介するような取組が有効であるとされています。中央図書館

においては、ティーンズ交流会の開催、ツイッターを活用した情報発信、10 代の利用

者向けの新たなイベントの企画実施によって、図書館を身近な存在に感じてもらい、

ティーンズサービスをより活用してもらえるような働きかけを行います。また、子ど

もにとって最も身近な場所である学校においては、読み聞かせ、ブックトーク、読書

へのアニマシオン 11）などの取組を行うとともに、図書委員によるおすすめ本の紹介

やペア読書 12）などの子ども同士がお互いに影響を与え合う活動を推進し、読書に関

する興味や関心を高めるよう努めます。 

 

主な取組 

・ティーンズ交流会の実施 

・ツイッターを活用した情報発信 

・ティーンズ向けイベントの実施 

・図書の読み聞かせやブックトークなどの実施 

・子ども同士で行う読書に関する活動の推進 

 

（３）資料費の確保に関する取組 

本市の図書館における人口１人あたりの図書購入予算額は同規模※の公共図書館の

全国平均を下回っている状況です。厳しい財政状況のなか、子どもの読書環境の整備

のための（仮称）子ども読書活動推進基金の設立の検討を始め、図書購入予算の確保

に関して重点的に取り組み、魅力あふれる図書館を目指します。 

 
※「日本の図書館 2017 統計と名簿」より 人口 30 万人以上の地方自治体と比較 

 

主な取組 

・自主財源確保のための取組・検討 

 
 
 
 

11）アニマシオン：ゲーム要素を取り入れた読む力を引き出すためのグループ参加型の読書活動。 

12）ペア読書：２人が同じ本を読み、本の内容について感想や疑問を話し合う読書法。 
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２ 具体的な事業 

 
 

表の見方 

 

 
 
 
 
 

※進捗状況は以下のとおりです。 
Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

○ ＊＊＊＊ 

幼 小 中 高 成 Ａ 

   

＊＊＊＊＊。 

○○課    

 
 
 
 
 
  

第二次計画策定時（平成 24 年
度）の実績、目標達成時期、目
標を記載しています。 

第三次計画策定時（平成 29 年
度）の実績、目標達成時期、目
標を記載しています。 

事業の対象者について、対象
であれば色付けしています。 

取組内容 

複数の課が関わる事業
の場合は全ての課を記
載しています。 

新規事業にマーク
を付けています。 

Ａ：目標どおり達成できた 100％またはそれ以上 
Ｂ：ほぼ達成できた    80％以上 100％未満 
Ｃ：あまりできていない  80％未満 
廃：廃止         事業を廃止したもの 
未：未着手        廃止はしないが、現在未着手のもの 
－：新規事業       新規のもの 
他：その他        事業の見直し等を行ったものなど 
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基本方針１ 子どもが本にふれられる場所を整えます 

 

ア 中央図書館における場所の整備 

本市における子ども読書活動推進の中核を担う施設として、様々な世代の多様な子

どものニーズに応じた資料の充実に積極的に取り組みます。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

１ 

子ども図書室に
おける児童書の
充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

蔵書数 
81,000 冊

毎年 
2,000 冊 
以上購入 

良書の更新や複本の購入に留意しな
がら、子ども図書室の児童書を、計画
的に拡充する。 

中央図書館 

2,798 冊 
購入 

※蔵書数
94,114 冊

毎年 
3,000 冊 
以上購入 

２ 
児童読書活動支
援事業における
図書資料の充実 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

市内の小学校等に対する児童読書活
動支援事業のための資料を、定期的に
更新する。 

中央図書館 

2,077 冊 

※蔵書数
48,547冊 

毎年 
2,000 冊 
以上購入 

３ 

ティーンズコー
ナーにおける資
料の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

蔵書数 
9,000 冊 

毎年 
800 冊 

以上購入 

時代の流れに敏感なティーンズのた
め、新鮮度を保ちながら図書資料を拡
充する。また、ティーンズの要望を取
り入れた選書を行う。 中央図書館 

967 冊 
※蔵書数 
8,638 冊 

毎年 
900 冊 

以上購入 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

４ 

障がいに応じた
子ども向けの資
料の充実 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

蔵書数 
110 点 

平成 30 
年度末 

蔵書数 
150 点 

録音図書や布の絵本、点字絵本のほ
か、ＬＬブック 13）など障がいのある
子どもも利用しやすい資料を拡充す
る。 中央図書館 

蔵書数 
147 点 

平成 35 
年度末 

蔵書数 
250 点 

５ 
外国語絵本等の
充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

蔵書数 
1,900 冊 

平成 30 
年度末 

蔵書数 
2,100 冊 

英語、中国語、韓国語、ポルトガル語
の絵本等を拡充する。 

中央図書館 
蔵書数 
2,113 冊 

平成 35 
年度末 

蔵書数 
2,400 冊 

６ 

子ども図書室に
おける育児関連
書の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

蔵書数 
100 冊 

毎年 
10 冊 

以上購入 

子ども図書室の赤ちゃんコーナーの
育児関連書を定期的に更新する。 

中央図書館 

13 冊 
購入 

※蔵書数
165 冊 

毎年 
10 冊 

以上購入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13）ＬＬブック：知的障がい、学習障がいなど通常の活字図書の利用が困難なかたにも理解できるように、

図や写真を多く使うなどの工夫をして書かれた本のこと。ＬＬは「やさしく読める」という意味。
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イ 学校図書館における場所の整備 

児童生徒の自主的、自発的な学習活動や読書活動を推進していくため、学校図書館

や体制の整備、充実に継続して取り組みます。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

７ 学級文庫の充実 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

実施中 毎年 継続実施 

学校図書館を活用し、担任教諭の判断
により、各学級の子どもの状況に合っ
た図書を学級に置くことを小中学校
にて推進する。 学校指導課 実施中 毎年 継続実施 

８ 

低学年図書室ま
たは低学年用図
書スペースの整
備 

幼 小 中 高 成 Ａ 

33 校以上
で実施 

平成 30 
年度末 

35 校で 
実施 

低学年用の図書を収集し、低学年児童
が使いやすいよう、低位置に配架した
図書室もしくはスペースを設けるよ
う努める。 学校指導課 

36 校で 
実施 

平成 35 
年度末 

40 校で 
実施 

９ 
司書教諭 14）の配
置 

幼 小 中 高 成 Ａ 
法律に 

則って 58
校で実施 

平成 30 
年度末 

継続実施 

法律に則って、司書教諭を配置する。

学校指導課 実施中 毎年 継続実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14）司書教諭：学校図書館の専門的職務に携わる資格を有した教員のこと。学校図書館法により学級数が12

学級以上の学校に置くことが定められている。  



 

  
27 

 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

10 学校司書の配置 

幼 小 中 高 成 － 
－ 

 
－ － 

学校司書の配置に努める。 

学校指導課 検討中 毎年 継続実施 

11 
学校図書館業務
の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 
28 校 
以上で 
実施 

平成 30 
年度末 

全 67 校で
実施 

学校図書館運営補助として、教員補助
者及びボランティアの活用を推進す
る。 

学校指導課 
67 校で 
実施 

平成 35 
年度末 

全 67 校で
実施 

12 
学校図書館資料
のデータベース
化の推進 

幼 小 中 高 成 Ｃ 

30 校で 
実施 

平成 30 
年度末 

50 校で 
データ 

ベース化 

小中学校の学校図書館資料のデータ
ベース化、オンライン化の推進をす
る。 

学校指導課 
39 校で 
実施 

平成 35 
年度末 

50 校で 
データ 

ベース化 
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ウ 幼稚園、保育園、こども園における場所の整備 

幼い頃からの家庭での読書活動を支える場として、継続して資料の充実に努めます。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

13 
公立保育園の図
書コーナーの資
料の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 
1,500 冊 
以上購入 

各保育園において、図書コーナーの資
料を計画的に充実させる。 

保育課 
1,937 冊 
購入 

毎年 
1,500 冊 
以上購入 

14 
私立保育園の図
書環境の整備 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 
700 冊 

以上購入 

私立保育園への補助事業（私立保育園
等施設型給付費）を実施し、図書環境
の整備を推進する。 

保育課 
954 冊 
購入 

毎年 
700 冊 

以上購入 

15 
公立こども園の
図書コーナーの
資料の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 
100 冊 

以上購入 

各こども園において、図書コーナーの
資料の充実に努める。 

保育課 
135 冊 
購入 

毎年 
100 冊 

以上購入 

16 
私立幼稚園の図
書環境の整備 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

私立幼稚園への補助事業（私立幼稚園
振興費補助金）を実施し、図書環境の
整備を推進する。 

保育課 実施中 毎年 継続実施 
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エ 地域における場所の整備 

平成 30 年２月に額田図書館が額田センター（こもれびかん）内に移転オープンし

ました。施設規模は縮小しましたが、分館機能を維持しつつ、７つの市民センター図

書室、げんき館情報ライブラリーとともに地域における図書館サービスポイント 15）

として資料等の充実に努めます。また、地域における子どもの居場所においても読書

環境を整備します。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

17 
額田図書館の図
書資料の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

蔵書数 
14,000 冊

毎年 
300 冊 

以上購入 

額田図書館の図書資料を定期的に更
新する。（平成 30 年２月、移転により
施設規模縮小） 

中央図書館 

460 冊 
購入 

※蔵書数
7,589 冊 

毎年 
260 冊 

以上購入 

18 
市民センター図
書室の図書資料
の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

蔵書数 
51,000冊 

毎年 
1,500 冊 
以上購入 

市民センター図書室の図書資料を定
期的に更新する。 

中央図書館 

2,210 冊 
購入 

※蔵書数 
52,132冊 

毎年 
2,200 冊 
以上購入 

19 
市民センター図
書室の整備 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

市民センター図書室を整備し、市民が
より読書に親しめる環境を整える。 

（平成 30 年度に六ツ美市民センター
図書室を改修） 市民協働推進課 実施中 毎年 継続実施 

 
 
 

15）サービスポイント：直接利用者に対する図書館サービスが行われる場所、あるいは図書館と利用者との

接点となる施設。  
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

20 
市民センター図
書室の広報 

幼 小 中 高 成 Ａ 

新規 毎年 実施 

利用案内を作成し市民センター図書
室で配布するとともに、ホームページ
掲載等の広報を行う。 市民協働推進課 

中央図書館 
実施中 毎年 実施 

21 
岡崎げんき館の
図書資料の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

蔵書数 
5,500 冊 

毎年 
300 冊 

以上購入 

岡崎げんき館は、図書館と連携し、情
報ライブラリーにおける子ども向け
の図書を選書し、資料の充実に努め
る。 

保健企画課 

中央図書館 

444 冊 
購入 

※蔵書数
7,221 冊 

毎年 
400 冊 

以上購入 

22 

おかざき世界子
ども美術博物館
図書室の図書資
料の整備 

幼 小 中 高 成 Ａ 

5,000 冊の
閲覧 

毎年 
5,000 冊の

閲覧 

おかざき世界子ども美術博物館図書
室において、企画展の関連本を備える
など図書環境の整備に努める。 

地域文化広場 実施中 毎年 継続実施 

23 
友愛の家の図書
環境の整備 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 
指定管理者による施設管理において、
図書コーナーに児童書等も含め図書
資料等を約 100 冊備えつけることと
し、また図書館のリサイクル本を活用
するなど図書環境の整備に努める。
（平成 30 年４月から実施） 

障がい福祉課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

24 

こども発達セン
ターの図書環境
の整備 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

指定管理者による施設運営において、
情報発信コーナーに児童書等も含め
20 冊以上は発達に関する図書資料を
備えつけることとしている。（平成 29
年４月から実施） 

こども発達相談センター 実施中 毎年 継続実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

25 

１歳６か月児・
３歳児健康診査
の待合に設置の
絵本コーナーの
図書資料充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

１歳６か月児・３歳児健康診査の待合
に設置の絵本コーナーに、図書館のリ
サイクル本を活用するなど、資料の充
実に努める。 健康増進課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

26 
児童育成センタ
ーの図書資料の
充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

各施設においては、図書館との連携に
より、団体貸出の活用を検討・実施す
る。図書館は、リサイクル本の配本に
取り組む。 

こども育成課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

27 
学区こどもの家
の図書環境の整
備 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

各施設においては、図書館との連携に
より、団体貸出の活用を検討・実施す
る。図書館は、リサイクル本の配本に
取り組む。 

こども育成課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

28 
放課後子ども教
室の図書資料の
充実 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

各施設においては、図書館との連携に
より、団体貸出の活用を検討・実施す
る。図書館は、リサイクル本の配本に
取り組む。（平成 30 年度から実施）

こども育成課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

29 
民間児童クラブ
の図書資料の充
実 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

各施設においては、こども育成課、図
書館との連携により、団体貸出の活用
を検討・実施する。図書館は、リサイ
クル本の配本に取り組む。（平成 30 年
度から実施） 

こども育成課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

30 
子育て支援セン
ター等の図書資
料の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

随時 毎年 
10 冊 

以上購入 

総合子育て支援センター、地区子育て
支援センターの図書スペース及び地
域交流センターのプレイルームの図
書資料を定期的に更新する。 保育課 

160 冊 
購入 

毎年 
150 冊 

以上購入 

31 
地域交流センタ
ーの図書環境の
整備 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

地域交流センター内プレイルームに
図書館のリサイクル本を活用するな
ど、図書環境の整備に努める。 保育課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

32 

市民病院小児科
病棟、子ども待
合室等の図書資
料の充実 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

市民病院小児科病棟、子ども待合室等
に、図書館のリサイクル本を活用する
など資料の充実に努める。 市民病院事務局医事課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 
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基本方針２ 子どもが本に接する機会を増やします 

 

ア 中央図書館における読書活動機会の提供 

ブックスタートや読み聞かせを始めとした読書機会の提供に加え、乳幼児から中高

生まで各世代に応じた読書に関するイベントの開催や読書通帳サービスの実施などに

より、子どもが本に興味を持ち、中央図書館に親しんでもらうための様々な事業に取

り組みます。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

33 
ブックスタート
事業の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 中央図書館で週３回ブックスタート
を実施する。赤ちゃん訪問・新生児等
訪問指導時にちらしを配付する。４か
月児健診通知に案内状を同封する。ブ
ックスタート案内ちらしの作成、市政
だよりや図書館ホームページへの掲
載による広報を行う。 

（平成29年10月から対象年齢を生後
６か月から４か月に引き下げ） 

中央図書館 

健康増進課 

家庭児童課 

実施中 毎年 継続実施 

34 
おはなしと紙し
ばいの会の開催 

幼 小 中 高 成 Ａ 

週２回 
実施 

毎年 
週２回 
実施 

職員により絵本や紙芝居などを用い
たおはなし会を実施する。 

中央図書館 
週２回 
実施 

毎年 
週２回 
実施 

35 
ボランティアに
よる読み聞かせ
の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

週３回 
実施 

毎年 
週３回 
実施 

図書館に登録している読み聞かせボ
ランティアグループにより、子どもや
その保護者など、様々な年齢層を対象
とした読み聞かせを実施する。 中央図書館 

週３回 
実施 

毎年 
週３回 
実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

36 
ストーリーテリ
ング 16）の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

月１回 
実施 

毎年 
月１回 

実施 

ボランティアグループと協力して、お
はなしのへやでストーリーテリング
を定期的に実施する。 

中央図書館 
月１回 
実施 

毎年 
月１回 
実施 

37 
外国語による読
み聞かせの実施 

幼 小 中 高 成 Ｃ 

月１回 
実施 

毎年 
月１回 
実施 

外国語を母語とする子どもにも等し
く本にふれあえる機会を提供するた
め、英語、ポルトガル語、中国語によ
る読み聞かせを実施する。 

中央図書館 

国際課 

年４回 
実施 

毎年 
月１回 
実施 

38 

聴覚障がいのあ
る子どもに対す
る読み聞かせの
実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

未実施 
平成 30 
年度末 

実施 

ネイティブサイナー（ろう者）と図書
館職員によるおはなし会を開催する。

中央図書館 
年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

39 
子ども読書の日 17）

記念イベントの
開催 

幼 小 中 高 成 Ａ 
年１回 

実施 
毎年 

年１回 
実施 

子ども読書の日記念イベントとして、
子ども１日図書館司書体験、手作り絵
本、ストーリーテリング、読み聞かせ
を実施する。 中央図書館 

年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

 
 
 
 

16）ストーリーテリング：語り手が物語を覚え、本を見ずに語って聞かせること。 

17）子ども読書の日：４月 23 日。国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとと

もに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるために「子どもの読書活動の推進に関する法

律」第 10 条により制定された。  
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

40 
夏休みの読書関
連イベントの開
催 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

夏休み期間中に、読書相談、子ども１
日図書館司書体験等のイベントを実
施する。 

中央図書館 
年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

41 
図書館まつりの
開催 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

夏期に図書館まつりを開催し、赤ちゃ
んから大人までを対象とした様々な
催事を実施する。 

中央図書館 
年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

42 
クリスマスのお
はなし会の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

クリスマス期間に、クリスマスをテー
マにした読み聞かせ、ストーリーテリ
ングを実施する。 

中央図書館 
年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

43 
テーマに関する
図書の展示 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年８回 
実施 

毎年 
年８回 
実施 

季節感のあるテーマや子どもの行事
に即したテーマを設定し、図書の展示
を行うことにより、読書への興味をい
だかせる。 中央図書館 

年９回 
実施 

毎年 
年９回 
実施 

44 
子どものための
レファレンスの
実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

子ども図書室に専用コーナーを設置
し、子どもが必要とする図書資料や情
報収集の支援、適切な本の紹介などを
行う。（平成 28 年 12 月開始） 中央図書館 

月１回 
実施 

毎年 
月１回 

実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

45 
保護者に対する
読書相談の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

読み聞かせに適した本や子どもの年
齢に応じた本の紹介などの相談を実
施する。 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

46 
図書館の見学や
利用体験の受入 

幼 小 中 高 成 Ｃ 

33 件の 
受入 

毎年 
50 件の 
受入 

中央図書館の使い方に関するオリエ
ンテーションの実施、見学、職場体験、
調べ学習などの受入を実施する。 

中央図書館 
35 件の 
受入 

毎年 
35 件の 
受入 

47 
ティーンズ交流
会の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年 12 回 
実施 

毎年 
年 12 回 
実施 

ティーンズ情報紙編集会議の場とし
て交流会を開催する。 

中央図書館 
年 12 回 
実施 

毎年 
年 12 回 
実施 

48 
中学生によるお
すすめ本の紹介 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年６回 
実施 

毎年 
年６回 
実施 

市立中学校の輪番により、おすすめ本
の紹介カードを作成し、ティーンズ情
報紙「図書缶」への掲載及びティーン
ズコーナーでの展示を行う。 

中央図書館 

学校指導課 

年６回 
実施 

毎年 
年６回 
実施 

49 

ティーンズを対
象としたツイッ
ターを活用した
情報発信 

幼 小 中 高 成 Ａ 

随時 毎年 継続実施 

ティーンズを対象に、新刊情報やおす
すめ本、イベント情報などをツイッタ
ーの個別アカウントで発信する。 

中央図書館 随時 毎年 継続実施 

  



 

  
37 

 
 
 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

50 
ティーンズ向け
イベントの実施 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

ビブリオバトル、ボードゲーム会など
のティーンズ向けイベントを実施し、
図書館への来館を促す。 

（平成 30年 12 月実施） 中央図書館 実施中 毎年 
年１回 
実施 

51 
ホームページな
どを活用した情
報発信 

幼 小 中 高 成 Ａ 

随時 毎年 継続実施 

おはなし会のお知らせや子ども向け
図書館情報紙「こどもとしょしつだよ
り」の掲載など、図書館ホームページ
を活用して情報発信を行う。 中央図書館 随時 毎年 継続実施 

52 
書き込みノート
の設置と活用 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

子ども図書室とティーンズコーナー
にノートを設置し、情報交換の場を提
供する。 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

53 
ホール等、館内
施設を活用した
イベントの実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年１回 
実施 

毎年 
年１回 
実施 

図書館交流プラザのホール等、館内施
設を活用し、子どもやティーンズを対
象としたイベントなどの開催により、
来館のきっかけをつくる。 中央図書館 

年３回 
実施 

毎年 
年２回 
実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

54 
障がいのある子
どもに対するサ
ービスの実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

新規 毎年 ５件実施 
障がいのある子どもに対し、対面朗読 18）、
郵送貸出 19）等、バリアフリーサービ
スの周知を図り、利用を促進する。
（No.57岡崎特別支援学校等へのセッ
ト貸出を別項目として作成したため
目標値を見直した。） 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

55 
読書通帳サービ
スの実施 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

市内在住の中学生以下の子どもを対
象に読書通帳を発行することで、読書
に親しむ子どもを増やす。 

（平成 29 年１月サービス開始、平成
30 年９月対象拡大） 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

 
 
 

【第二次計画までの事業】 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

－ 

図書館での読み
聞かせ体験の受
入 

幼 小 中 高 成 Ｃ 

１件の 
受入 

毎年 
10 件の 
受入 

読み聞かせは中央図書館の利用体験
の一部であるため、オリエンテーショ
ンの実施、図書館見学などの事業へ統
合する。 中央図書館 

ほかの事業（No.46 図書館の見学や
利用体験の受入）へ統合 

 
 

18）対面朗読：視覚障がい者の要求する資料を、朗読者がその面前で読むサービス。 

19）郵送貸出：心身に障がいがあり、図書館への来館が困難なかたに、図書館資料を郵送で届けるサービス。
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イ 学校における読書活動機会の提供 

図書館、学校、ボランティアがともに連携し、学校での読書活動を通して、児童生

徒の豊かな読書経験機会の提供に努めます。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

56 
小学校へのセッ
ト貸出 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

中央図書館から市内の小学校へ、学年
別にセットした図書資料を定期的に
配送し、学校における読書活動の推進
を図る。 

中央図書館 

学校指導課 
実施中 毎年 継続実施 

57 
岡崎特別支援学
校等へのセット
貸出 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

中央図書館から岡崎特別支援学校等
へ図書資料を定期的に配送する。（平
成 25 年度から実施） 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

58 
小中学校等への
授業支援用資料
の提供 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

教科学習等で使用する資料を、市内の
小中学校等からの要望に応じ提供す
る。 中央図書館 

学校指導課 
実施中 毎年 継続実施 

59 
小中学校等での
団体貸出の利用 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

49 校で 
実施 

平成 30 
年度末 

全 67 校で
実施 

小中学校等における中央図書館資料
の団体貸出の利用を推進する。 

学校指導課 
中央図書館 

59 校で 
実施 

平成 35 
年度末 

全 67 校で
実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

60 
パスファインダー
の活用 

幼 小 中 高 成 Ａ 

新規 毎年 実施 

中央図書館でパスファインダーを作
成し、各小学校への配付や図書館ホー
ムページへの掲載により、児童の調べ
学習等の支援を行う。 

中央図書館 

学校指導課 
実施中 毎年 継続実施 

61 

学校図書館及び
中央図書館を活
用した調べ学習
の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

小中学校において、各教科で学校図書
館や中央図書館を使った調べ学習を
実施する。 学校指導課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

62 
学校図書館のテ
ーマ展示等支援 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

中央図書館で実施しているテーマ展
示に関する情報を学校図書館に提供
するなどにより、学校図書館でのテー
マ展示等の支援を行う。 

（平成 31 年度実施予定） 

中央図書館 

学校指導課 
－ 毎年 継続実施 

63 
小中学校におけ
る読書活動指針
の活用 

幼 小 中 高 成 Ａ 

64 校で 
策定 

平成 30 
年度末 

全 67 校で
策定 

各小中学校で定めた読書活動指針を
読書活動の推進に活用する。 

学校指導課 実施中 毎年 継続実施 

64 
読書タイムの実
施 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

65 校で 
実施 

平成 30 
年度末 

全 67 校で
実施 

朝や昼の時間を活用し定期的に 10 分
程度、読書に取り組む時間を設ける。

学校指導課 
60 校で 
実施 

平成 35 
年度末 

全 67 校で
実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

65 
読書週間 20）の設
定 

幼 小 中 高 成 Ｃ 

57 校で 
設定 

平成 30 
年度末 

全 67 校で
設定 

小中学校で読書週間を設定し読書の
推進に取り組む。 

学校指導課 
52 校で 
設定 

平成 35 
年度末 

全 67 校で
設定 

66 
読書感想文・感
想画コンクール
の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

読書のきっかけもしくは読書の励み
として、読書感想文や感想画のコンク
ールを全ての小中学校において実施
する。 学校指導課 実施中 毎年 継続実施 

67 
読書感想文・感
想画優秀作品集
の発行 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

同年代の優秀作品を紹介することで、
子どものやる気を醸成する。 

学校指導課 実施中 毎年 継続実施 

68 
学校図書館のオ
リエンテーショ
ンの実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

必要に応じて学校図書館の使い方に
関するオリエンテーションを実施す
る。 

学校指導課 実施中 毎年 継続実施 

 
 
 
 
 

20）読書週間：10 月 27 日から 11 月９日まで。公益社団法人読書推進運動協議会が昭和 22 年から始め

た読書の普及、推進と出版文化の向上を目標とする事業。  
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

69 
図書の読み聞か
せやブックトー
クなどの実施 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

58 校で 
実施 

平成 30 
年度末 

全 67 
小中学校 
で実施 

小中学校において教職員、ボランティ
ア等による読み聞かせやブックトー
ク、アニマシオンなどを実施する。 学校指導課 

中央図書館 

61 校で 
実施 

平成 35 
年度末 

全 67 
小中学校 
で実施 

70 
特別支援学校に
おける読み聞か
せの実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年３回 
実施 

毎年 
年３回 
実施 

学校及びボランティアと協力し、岡崎
特別支援学校で読み聞かせを実施す
る。 

中央図書館 
年３回 
実施 

毎年 
年３回 
実施 

71 
子ども同士で行
う読書に関する
活動の推進 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

図書委員によるおすすめ本の紹介や
ビブリオバトル、ペア読書などの子ど
も同士で行う読書に関する活動を推
進する。 学校指導課 － 毎年 継続実施 

 
 
 
  



 

  
43 

 
 

ウ 幼稚園・保育園・こども園における読書活動機会の提供 

日常的に園児に対する読み聞かせは行われており、乳幼児にとっては家庭以外にお

ける重要な読書活動機会となっています。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

72 

幼稚園・保育
園・こども園に
おける読み聞か
せの実施と本の
貸出 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

子どもの発達段階に応じた良書を提
供し、必要に応じて貸出をする。 

絵本を通して親子の絆を深め、絵本に
親しむきっかけをつくるため、絵本の
読み聞かせを実施する。 保育課 実施中 毎年 継続実施 
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エ 地域における読書活動機会の提供 

親子が集う様々な場所において、読み聞かせや絵本の紹介を行い、担当部局、図書

館、ボランティアが連携して事業を実施します。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

73 

１歳６か月児健
診会場における
ブックスタート
事業の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

１歳６か月児健診会場において、ブッ
クスタートの実施機会を設け、事業の
推進を図る。 中央図書館 

健康増進課 
実施中 毎年 継続実施 

74 

額田図書館、南
部市民センター
図書室における
ブックスタート
事業の実施 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

額田図書館、南部市民センター図書室
において隔月でブックスタートを実
施する。（平成 27 年度から実施） 

中央図書館 
各年６回 
実施 

毎年 
各年６回 
実施 

75 
額田図書館・地
域図書室での読
み聞かせの実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

額田図書館及び地域図書室において
読み聞かせを実施する。（平成 28 年度
からおはなし会スタンプラリーを実
施） 中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

76 
読み聞かせボラ
ンティアへの活
動支援 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 
市民センター、岡崎げんき館、学区市
民ホーム、地域交流センターにおい
て、読み聞かせボランティアに対し会
議室などの活動スペースを提供する
など、ボランティア活動の支援を行
う。 

自治振興課 

市民協働推進課 

保健企画課 

保育課 

実施中 毎年 継続実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

77 
出生届提出時の
絵本情報の提供 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

出生届提出時に、中央図書館作成の絵
本リスト「あかちゃんにえほんを」「あ
かちゃんとえほんであそぼう１」を配
付する。 

市民課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

78 

健診時における
保護者への年齢
別絵本情報の提
供 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

中央図書館作成の絵本リスト「あかち
ゃんとえほんであそぼう２」を１歳６
か月児健診で、「えほんだーいすき！」
を３歳児健診で配付する。 

健康増進課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

79 

おかざき世界子
ども美術博物館
における読み聞
かせの実施 

幼 小 中 高 成 他 

実施中 毎年 継続実施 

おかざき世界子ども美術博物館での
読み聞かせをボランティアグループ
により実施する。（企画展示に合わせ
た読み聞かせから定例的な読み聞か
せへ事業を見直した。） 

地域文化広場 実施中 毎年 継続実施 

80 

療育的支援事業
（にこにこきっず）
における読み聞
かせの実施 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

従事者による紙芝居や図書資料の読
み聞かせを定期的に実施する。（平成
29 年４月から実施） 

こども発達相談センター 実施中 毎年 継続実施 

81 

こども発達セン
ター内こども発
達支援センター
における読み聞
かせの実施 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

職員による紙芝居や図書資料の読み
聞かせを定期的に実施する。（平成 29
年４月から実施） 

こども発達相談センター 実施中 毎年 継続実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

82 
児童育成センタ
ーにおける読み
聞かせの実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

児童育成センターにおいて、読み聞か
せを定期的に実施する。 

こども育成課 実施中 毎年 継続実施 

83 
学区こどもの家
における読み聞
かせの実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

学区こどもの家において、ボランティ
ア等による読み聞かせの実施を推進
する。 

こども育成課 実施中 毎年 継続実施 

84 
子育て支援セン
ターでの読み聞
かせの実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 
15 件以上

実施 総合子育て支援センター及び地区子
育て支援センターにおいて、職員また
は子育て人材バンク登録会員を中心
としたボランティアによる乳児と保
護者に対する読み聞かせを実施し、絵
本に親しむ機会を設ける。 

保育課 
24 件以上

実施 
毎年 

15 件以上
実施 

85 

家庭教育支援子
育て講座の一部
で読み聞かせ講
座の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

家庭教育支援子育て講座の一部で読
み聞かせ講座を実施する。 

社会教育課 実施中 毎年 継続実施 
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【第二次計画までの事業】 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

－ 

ブックスタート
事業の実施場所
拡大 

幼 小 中 高 成 Ａ 

新規 
平成 27 
年度予定 

実施 

中央図書館、げんき館の２箇所で行わ
れていたブックスタート事業を、平成
27年度から額田図書館、南部市民セン
ター図書室でも実施することとした。

中央図書館 

市民協働推進課 

完了（新規：No.74 額田図書館・南
部市民センター図書室におけるブッ

クスタート事業の実施） 

－ 

子育て広場にお
ける読み聞かせ
の実施 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

実施中 毎年 
５件以上 
実施 

各保育園の園児数増加に伴い、該当の
園で子育て広場のために使用できる
保育室が減少し、また保護者のニーズ
により外遊びが事業の中心となり、現
在読み聞かせは行われていない。 

保育課 事業の見直しにより取りやめ 
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基本方針３ 子どもの読書活動を応援する人を増やします 

 

ア 人材育成 

図書館職員、保育士、幼稚園・学校教諭など、子どもの読書活動支援に関わる研修

などを通してスキルアップを図ります。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

86 
図書館職員の研
修・職員体制の
整備 

幼 小 中 高 成 Ｃ 

６人 
受講済 

平成 30 
年度末 

３人以上 
受講 

子どもの読書活動を支援していくた
め、積極的に関連研修に参加し、子ど
もの読書に精通した職員を育成する。
（該当研修への受講の可否は抽選に
よるため目標値を見直した。） 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

87 
読書指導につい
ての教育研修活
動の推進 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年５回 
以上実施 

毎年 
年５回 

以上実施 

学校図書館の担当者及び関心のある
教諭を対象として読書指導に関する
研修会等を実施する。 

学校指導課 
年５回 
実施 

毎年 
年５回 
実施 

88 
教職員の読書指
導力の向上 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

各学校図書館担当の研修を通して各
学校の読書指導の向上に努める。また
教育研究集会の発表を通して実践事
例の共有を行う。 学校指導課 実施中 毎年 継続実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

89 
学校図書館司書
教諭資格の取得
推進 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

年１回 
情報提供 

毎年 
年１回 

情報提供 

子どもの読書活動に関わる教諭に対
し、司書教諭の資格の取得に関する情
報提供を実施し、取得を奨励する。 

学校指導課 実施中 毎年 継続実施 

90 
保育士のための
読書活動の研修 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

随時 毎年 
年２回 

以上実施 

保育士の研修カリキュラムに、絵本や
読み聞かせについての講座を取り入
れる。 

保育課 随時 毎年 継続実施 

 

【第二次計画までの事業】 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

－ 

要支援児等への
対応に関する研
修 

幼 小 中 高 成 Ａ 

情報 
収集中 

平成 27 
年度 

年１回 
参加 二次計画期間においては障がい者サ

ービスや児童サービスという形で研
修を受けており、要支援児等への対応
に関する研修に限定せず、子どもの読
書活動支援に関する研修に参加する
よう努める。 

中央図書館 
ほかの事業（No.86 図書館職員の研

修・職員体制の整備）へ統合 

－ 

ファミリーサポー
トセンター援助会
員に対する講習
会の実施 

幼 小 中 高 成 廃 

実施中 毎年 継続実施 

ファミリーサポートセンターの援助
会員への講習会で絵本の読み聞かせ
カリキュラムを実施していたが、所管
課の変更に伴う内容の見直しによっ
て、それらを取りやめた。 

家庭児童課 

（平成 28 年度まで
保育課） 

事業の見直しにより取りやめ 
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イ 読書ボランティアの育成 

子どもの読書活動に関わるボランティアの養成講座を開催し、ボランティアの育成

を図るとともに、継続して活動できるように支援をします。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

91 
読書ボランティア
養成講座の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

読み聞かせボランティア、ストーリー
テリングボランティア、対面朗読ボラ
ンティアなどを養成する。 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

92 

ブックスタート
事業支援ボラン
ティア養成講座
の実施 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

ブックスタート事業を支援するボラ
ンティアを養成する。 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 

93 
読書ボランティ
アの支援 

幼 小 中 高 成 Ａ 

４回実施 毎年 ４回実施 

図書館の読書ボランティアの円滑な
活動を支援するため例会の開催等に
より情報共有とボランティアのスキ
ルアップを図る。 中央図書館 ４回実施 毎年 ４回実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

94 
ブックスタート
事業支援ボラン
ティアの支援 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年４回 
実施 

毎年 
年４回 
実施 

ブックスタートボランティアの円滑
な活動を支援するために例会を開催
し、情報共有とスキルアップを図る。

中央図書館 
年４回 
実施 

毎年 
年４回 
実施 

95 
学校読み聞かせ
ボランティアと
の情報交換 

幼 小 中 高 成 Ａ 

年２回 
実施 

毎年 
年２回 
実施 

学校読み聞かせボランティア交流会
の実施支援を行う。 

中央図書館 
年２回 
実施 

毎年 
年２回 
実施 

96 

市民センター読
み聞かせボラン
ティアとの情報
交換 

幼 小 中 高 成 Ａ 

未実施 
平成 30 
年度末 

実施 

市民センター読み聞かせボランティ
ア交流会を中央図書館で年１回実施
し、情報交換し活動支援を行う。 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 
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ウ 啓発活動の推進 

子どもが本に接する機会となる様々な取組を紹介するなど、情報提供やイベントの

周知を積極的に行います。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

97 
子ども向け図書
館機関紙の作成
及び配布 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 子ども向け情報紙「こどもとしょしつ
だより」やティーンズ向け情報紙「図
書缶」を隔月で作成し、読書情報や図
書館等におけるイベントについて周
知する。 

図書館で配布するほか、小中学校にも
配付し、児童・生徒の目にふれるよう
にする。 

学校指導課 
中央図書館 

実施中 毎年 継続実施 

98 
子ども向けイベ
ントの周知 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 図書館等におけるイベントについて
ちらしを作成し、周知する。図書館で
配布するほか、幼稚園・保育園・こど
も園・学校や学区こどもの家、児童育
成センター等にも配付し、より多くの
子どもや保護者の目にふれるように
する。 

中央図書館 

こども育成課 

保育課 

学校指導課 

実施中 毎年 継続実施 

99 
年齢に応じた本
の紹介 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 
中央図書館において、子どもや保護者
が本を選ぶ際の参考となるようなお
すすめ図書リストを作成する。また学
校図書館や委員会活動等でおすすめ
本の紹介を行い、読書活動を啓発す
る。 

学校指導課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

100 
外国語による利
用案内の活用 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

ポルトガル語、英語、中国語の利用案
内を配布する。 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 
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【第二次計画までの事業】 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

－ 

子ども読書活動
推進講演会の開
催 

幼 小 中 高 成 Ａ 

随時 毎年 
年１回 
開催 

講演会単独での実施ではなく、図書館
まつりのイベントの１つとして講演
会・弾き語り・ライブなど様々な形で
実施している。 中央図書館 事業の見直しにより取りやめ 

 
  



 

  
54 

 

基本方針４ 子どもの読書活動が継続的にすすむような仕組みをつくります 

 

ア 推進体制の構築 

計画の進捗管理を行う庁内横断組織や、各種事業がいかに持続可能となるか関連機

関との積極的な情報交換を行います。また、図書購入費の確保について、当計画期間

において、研究・検討に取り組みます。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

101 
子ども読書活動
推進会議の開催 

幼 小 中 高 成 Ａ 

随時 毎年 
年１回 
開催 

子ども読書活動推進計画の進捗状況
を把握し、目標を実現するために、子
ども読書活動推進会議を開催する。 

保育課 

健康増進課 

学校指導課 

中央図書館 

実施中 毎年 継続実施 

102 
中央図書館と学
校図書館部の連
携 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 
年１回 
参加 

中央図書館職員の学校図書館部会へ
の参加等により、子どもの読書活動推
進のための情報交換に努める。 学校指導課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

103 
国、県、近隣市
町村との情報交
換 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

国、県、近隣市町村との間で子ども読
書活動に関する情報交換を実施し、必
要に応じて関係各課に配信する。 

中央図書館 実施中 毎年 継続実施 
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番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児 

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

104 
自主財源確保の
ための取組・検
討 

幼 小 中 高 成 － 

－ － － 

寄附金を原資とした「（仮称）こども読
書活動推進基金」の設立や、図書館で
不要になった資料の活用などについ
て検討・実施する。 中央図書館 － 

平成 35 
年度末 

検討・ 
実施 
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イ 関連機関同士の連携と情報交換 

家庭、地域、学校、図書館が協力し情報共有に努めることは、継続的な事業の取組

に必要であり、有用情報の周知、活動の連携に努めます。 

 
※進捗状況は以下のとおりです。 

Ａ：目標どおり達成できた Ｂ：ほぼ達成できた Ｃ：あまりできていない 

廃：廃止 未：未着手 －：新規事業 他：その他 

番
号 

事業名 
取組内容 実績と目標 

上段：第二次計画 

下段：第三次計画 対象者 
進捗状況 

（平成 29年度末

現在） 担当部局 
乳
幼
児

小
学
生

中
学
生

高
校
生

成
人 

実績 
目標達成 

時期 
目標 

105 団体貸出の推進 

幼 小 中 高 成 Ｃ 

貸出冊数
9,600 冊 

平成 30 
年度末 

貸出冊数 
12,000 冊

市内の小中高校、地域施設、ボランテ
ィアグループなどに対し、団体貸出と
利用方法などの周知を徹底し、利用の
拡大を図る。 中央図書館 

貸出冊数 
10,097 冊

毎年 
貸出冊数
12,000 冊

106 
パネルシアター・
大型絵本などの
貸出の推進 

幼 小 中 高 成 Ｂ 

貸出件数 
1,700 件 

毎年 
貸出件数 
1,700 件 

読み聞かせに有効なパネルシアター
や大型絵本などの貸出と利用方法な
どの周知を徹底し、催し物に気軽に利
用してもらえるようにする。 中央図書館 

貸出件数 
1,612 件 

毎年 
貸出件数 
1,700 件 

107 
ボランティアの
活動情報の共有
化 

幼 小 中 高 成 Ａ 

実施中 毎年 継続実施 

子どもの読書活動の推進に関るボラ
ンティアに関する情報を共有化する
ため、随時情報交換を行う。 市民協働推進課 

中央図書館 
実施中 毎年 継続実施 

108 

中央図書館と学
校図書館とのネ
ットワーク化の
検討 

幼 小 中 高 成 未 

未実施 
平成 30 
年度末 

検討会議 
の実施 

中央図書館と学校図書館のネットワ
ーク化について、有効性やコスト等の
検討を行い、方向性を決定する。 学校指導課 

中央図書館 
未実施 

平成 32 
年度末 

方向性の 
決定 
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３ 事業一覧表 

本計画で策定された事業と担当部局は、以下のとおりです。 

事業名 

市
民
生
活
部 

社
会
文
化
部 

福
祉
部 

保
健
部 

こ
ど
も
部 

岡
崎
市
民
病
院 

教
育
委
員
会 

自
治
振
興
課 

市
民
課 

国
際
課 

市
民
協
働
推
進
課 

中
央
図
書
館 

地
域
文
化
広
場 

障
が
い
福
祉
課 

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 

保
健
企
画
課 

健
康
増
進
課 

こ
ど
も
育
成
課 

家
庭
児
童
課 

保
育
課 

医
事
課 

学
校
指
導
課 

社
会
教
育
課 

基本方針１ 子どもが本にふれられる場所を整えます 

ア 中央図書館における場所の整備 

１ 子ども図書室における児童書の充実     ○            

２ 
児童読書活動支援事業における図書資料の
充実 

    ○            

３ ティーンズコーナーにおける資料の充実     ○            

４ 障がいに応じた子ども向けの資料の充実     ○            

５ 外国語絵本等の充実     ○            

６ 子ども図書室における育児関連書の充実     ○            

イ 学校図書館における場所の整備 

７ 学級文庫の充実               ○  

８ 
低学年図書室または低学年用図書スペース
の整備 

              ○  

９ 司書教諭の配置               ○  

10 学校司書の配置               ○  

11 学校図書館業務の充実               ○  

12 学校図書館資料のデータベース化の推進               ○  

ウ 幼稚園、保育園、こども園における場所の整備 

13 公立保育園の図書コーナーの資料の充実             ○    

14 私立保育園の図書環境の整備             ○    

15 公立こども園の図書コーナーの資料の充実             ○    

16 私立幼稚園の図書環境の整備             ○    

エ 地域における場所の整備 

17 額田図書館の図書資料の充実     ○            

18 市民センター図書室の図書資料の充実     ○            

19 市民センター図書室の整備    ○             

20 市民センター図書室の広報    ○ ○            

21 岡崎げんき館の図書資料の充実     ○    ○        

22 
おかざき世界子ども美術博物館図書室の図
書資料の整備 

     ○           

23 友愛の家の図書環境の整備     ○  ○          

24 こども発達センターの図書環境の整備        ○         

25 
１歳６か月児・３歳児健康診査の待合に設
置の絵本コーナーの図書資料充実 

    ○     ○       

26 児童育成センターの図書資料の充実     ○      ○      

27 学区こどもの家の図書環境の整備     ○      ○      

28 放課後子ども教室の図書資料の充実     ○      ○      

29 民間児童クラブの図書資料の充実     ○      ○      

30 子育て支援センター等の図書資料の充実             ○    

31 地域交流センターの図書環境の整備     ○        ○    

32 
市民病院小児科病棟、子ども待合室等の図
書資料の充実 

    ○         ○   

 
※新規事業は事業番号を網かけしています。
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事業名 

市
民
生
活
部 

社
会
文
化
部 

福
祉
部 

保
健
部 

こ
ど
も
部 

岡
崎
市
民
病
院 

教
育
委
員
会 

自
治
振
興
課 

市
民
課 

国
際
課 

市
民
協
働
推
進
課 

中
央
図
書
館 

地
域
文
化
広
場 

障
が
い
福
祉
課 

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 

保
健
企
画
課 

健
康
増
進
課 

こ
ど
も
育
成
課 

家
庭
児
童
課 

保
育
課 

医
事
課 

学
校
指
導
課 

社
会
教
育
課 

基本方針２ 子どもが本に接する機会を増やします 

ア 中央図書館における読書活動機会の提供 

33 ブックスタート事業の実施     ○     ○  ○     

34 おはなしと紙しばいの会の開催     ○            

35 ボランティアによる読み聞かせの実施     ○            

36 ストーリーテリングの実施     ○            

37 外国語による読み聞かせの実施   ○  ○            

38 
聴覚障がいのある子どもに対する読み聞か

せの実施 
    ○            

39 子ども読書の日記念イベントの開催     ○            

40 夏休みの読書関連イベントの開催     ○            

41 図書館まつりの開催     ○            

42 クリスマスのおはなし会の実施     ○            

43 テーマに関する図書の展示     ○            

44 子どものためのレファレンスの実施     ○            

45 保護者に対する読書相談の実施     ○            

46 図書館の見学や利用体験の受入     ○            

47 ティーンズ交流会の実施     ○            

48 中学生によるおすすめ本の紹介     ○          ○  

49 
ティーンズを対象としたツイッターを活用

した情報発信 
    ○            

50 ティーンズ向けイベントの実施     ○            

51 ホームページなどを活用した情報発信     ○            

52 書き込みノートの設置と活用     ○            

53 
ホール等、館内施設を活用したイベントの

実施 
    ○            

54 障がいのある子どもに対するサービスの実施     ○            

55 読書通帳サービスの実施     ○            

 
※新規事業は事業番号を網かけしています。   
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事業名 

市
民
生
活
部 

社
会
文
化
部 

福
祉
部 

保
健
部 

こ
ど
も
部 

岡
崎
市
民
病
院 

教
育
委
員
会 

自
治
振
興
課 

市
民
課 

国
際
課 

市
民
協
働
推
進
課 

中
央
図
書
館 

地
域
文
化
広
場 

障
が
い
福
祉
課 

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 

保
健
企
画
課 

健
康
増
進
課 

こ
ど
も
育
成
課 

家
庭
児
童
課 

保
育
課 

医
事
課 

学
校
指
導
課 

社
会
教
育
課 

イ 学校における読書活動機会の提供 

56 小学校へのセット貸出     ○          ○  

57 岡崎特別支援学校等へのセット貸出     ○            

58 小中学校等への授業支援用資料の提供     ○          ○  

59 小中学校等での団体貸出の利用     ○          ○  

60 
パスファインダー（特定のテーマに関する

探し方案内リーフレット）の活用 
    ○          ○  

61 
学校図書館及び中央図書館を活用した調べ

学習の実施 
    ○          ○  

62 学校図書館のテーマ展示等支援     ○          ○  

63 小中学校における読書活動指針の活用               ○  

64 読書タイムの実施               ○  

65 読書週間の設定               ○  

66 読書感想文・感想画コンクールの実施               ○  

67 読書感想文・感想画優秀作品集の発行               ○  

68 学校図書館のオリエンテーションの実施               ○  

69 図書の読み聞かせやブックトークなどの実施     ○          ○  

70 特別支援学校における読み聞かせの実施     ○            

71 子ども同士で行う読書に関する活動の推進               ○  

ウ 幼稚園・保育園・こども園における読書活動機会の提供 

72 
幼稚園・保育園・こども園における読み聞

かせの実施と本の貸出 
            ○    

エ 地域における読書活動機会の提供 

73 
１歳６か月児健診会場におけるブックスタ

ート事業の実施 
    ○     ○       

74 
額田図書館、南部市民センター図書室にお

けるブックスタート事業の実施 
    ○            

75 
額田図書館・地域図書室での読み聞かせの

実施 
    ○            

76 読み聞かせボランティアへの活動支援 ○   ○     ○    ○    

77 出生届提出時の絵本情報の提供  ○   ○            

78 
健診時における保護者への年齢別絵本情報

の提供 
    ○     ○       

79 
おかざき世界子ども美術博物館における読

み聞かせの実施 
     ○           

80 
療育的支援事業（にこにこきっず）におけ

る読み聞かせの実施 
       ○         

81 
こども発達センター内こども発達支援セン

ターにおける読み聞かせの実施 
       ○         

82 児童育成センターにおける読み聞かせの実施           ○      

83 学区こどもの家における読み聞かせの実施           ○      

84 子育て支援センターでの読み聞かせの実施             ○    

85 
家庭教育支援子育て講座の一部で読み聞か

せ講座の実施 
               ○

 
※新規事業は事業番号を網かけしています。   
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事業名 

市
民
生
活
部 

社
会
文
化
部 

福
祉
部 

保
健
部 

こ
ど
も
部 

岡
崎
市
民
病
院 

教
育
委
員
会 

自
治
振
興
課 

市
民
課 

国
際
課 

市
民
協
働
推
進
課 

中
央
図
書
館 

地
域
文
化
広
場 

障
が
い
福
祉
課 

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 

保
健
企
画
課 

健
康
増
進
課 

こ
ど
も
育
成
課 

家
庭
児
童
課 

保
育
課 

医
事
課 

学
校
指
導
課 

社
会
教
育
課 

基本方針３ 子どもの読書活動を応援する人を増やします 

ア 人材育成 

86 図書館職員の研修・職員体制の整備     ○            

87 読書指導についての教育研修活動の推進               ○  

88 教職員の読書指導力の向上               ○  

89 学校図書館司書教諭資格の取得推進               ○  

90 保育士のための読書活動の研修             ○    

イ 読書ボランティアの育成 

91 読書ボランティア養成講座の実施     ○            

92 
ブックスタート事業支援ボランティア養成

講座の実施 
    ○            

93 読書ボランティアの支援     ○            

94 ブックスタート事業支援ボランティアの支援     ○            

95 学校読み聞かせボランティアとの情報交換     ○            

96 
市民センター読み聞かせボランティアとの

情報交換 
    ○            

ウ 啓発活動の推進 

97 子ども向け図書館機関紙の作成及び配布     ○          ○  

98 子ども向けイベントの周知     ○      ○  ○  ○  

99 年齢に応じた本の紹介     ○          ○  

100 外国語による利用案内の活用     ○            

基本方針４ 子どもの読書活動が継続的にすすむような仕組みをつくります 

ア 推進体制の構築 

101 子ども読書活動推進会議の開催     ○     ○   ○  ○  

102 中央図書館と学校図書館部の連携     ○          ○  

103 国、県、近隣市町村との情報交換     ○            

104 自主財源確保のための取組・検討     ○            

イ 関連機関同士の連携と情報交換 

105 団体貸出の推進     ○            

106 パネルシアター・大型絵本などの貸出の推進     ○            

107 ボランティアの活動情報の共有化    ○ ○            

108 
中央図書館と学校図書館とのネットワーク

化の検討 
    ○          ○  

 
※新規事業は事業番号を網かけしています。  
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１ 法律 

（１）子どもの読書活動の推進に関する法律 

（平成 13 年 12 月 12 日法律第 154 号） 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及

び地方公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関す

る必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的

かつ計画的に推進し、もって子どもの健やかな成長に資することを目的とする。 

 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子ども

が、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をよ

り深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんが

み、全ての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行う

ことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければならない。 

 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）に則って、子どもの読書

活動の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念に則って、国との連携を図りつつ、その地域の実

情を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を

有する。  
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（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念に則って、子どもの

読書活動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努める

ものとする。 

 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣

化に積極的な役割を果たすものとする。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施

されるよう、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必

要な体制の整備に努めるものとする。 

 

（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を

図るため、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動

推進基本計画」という。）を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会

に報告するとともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道

府県における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子

どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活

動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。 
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２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策

定されているときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推

進計画）を基本とするとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状

況等を踏まえ、当該市町村における子どもの読書活動の推進に関する施策について

の計画（以下「市町村子ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めなけ

ればならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書

活動推進計画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画の変更について準用する。 

 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、

子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう

努めなければならない。 

 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施する

ため必要な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

附則 

この法律は、公布の日から施行する。 
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【保護者】 【児童生徒】 

 

２ アンケート調査結果 

（１）アンケート調査概要 

① 調査対象者及び回収数 

 
区分 対象校 回収数（通）  区分 対象園 回収数（通）

小学校 

４年生 

６年生 

梅園 60  

保育園 

０歳児 

 

５歳児 

岩松 42

六名 70  六ツ美中 72

美合 61  竜谷 37

常磐 57  緑丘 98

岩津 67  山中 26

矢作北 65  大樹寺 52

六ツ美北部 74  島坂 31

豊富 56  合計  358

合計  510    

       

区分 対象校 回収数（通）  区分 対象園 回収数（通）

中学校 

２年生 

甲山 36  こども園 
３歳児 

 
５歳児 

梅園 50

美川 36  広幡 55

南 34  矢作 56

竜海 35  合計  161

葵 37     

城北 39     

福岡 36  区分 対象校 回収数（通）

東海 33  

小学校 

２年生 

４年生 

６年生 

梅園 85

河合 17  六名 96

常磐 27  美合 83

岩津 34  常磐 73

矢作 34  岩津 91

六ツ美 33  矢作北 83

矢作北 38  六ツ美北部 92

新香山 30  豊富 73

竜南 39  合計  676

北 34     

六ツ美北 35     

額田 30     

翔南 36     

合計  673     

       

区分 対象校 回収数（通）     

高校 

１年生 

 

３年生 

岡崎 118     

岡崎北 117     

岡崎東 120     

岡崎西 116     

合計  471     

 
 

② 調査期間 

平成 30 年５月 31 日から平成 30 年６月 22 日 

  

～

～

～
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（２）アンケート調査結果 

① 小学生・中学生・高校生 

ア 読書活動について 

１ あなたは、本（まんが、雑誌は除きます）を読むことが好きですか。 

（○は１つ） 

小学生では「とても好き」と「好き」を合わせた“好き”の割合が 70.9％、「あま

り好きではない」と「きらい」を合わせた“きらい”の割合が 13.1％となっています。 

中学生では、“好き”の割合が 58.8％、“きらい”の割合が 21.4％となっています。 

高校生では、“好き”の割合が 58.0％、“きらい”の割合が 14.0％となっています。 

学年が上がるにつれ、“好き”の割合が減少しています。また、平成 25 年度調査と

比べ、小学生では“好き”の割合が増加していますが、高校生では減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  とても好き 好き どちらでもない あまり好きではない

嫌い わからない 無回答

回答者数 =

平成30年度 510

平成25年度 486

平成30年度 673

平成25年度 694

平成30年度 471

平成25年度 466

32.9

29.4

22.1

21.1

17.2

18.7

38.0

35.4

36.7

37.0

40.8

42.9

13.1

15.6

19.3

23.1

26.5

24.5

10.4

12.8

12.9

12.5

9.3

9.7

2.7

3.7

8.5

5.0

4.7

3.8

2.0

3.1

0.3

1.0

1.1

0.4

0.8

0.1

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 
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２ あなたは、１か月に、本（まんが、雑誌、教科書や参考書は除きます）を何冊読

みますか。（学校の読書の時間で読んだ本も含めます）（○は１つ） 

小学生では、「１～３冊」の割合が 29.6％と最も高く、次いで「10 冊以上」の割

合が 27.1％、「４～６冊」の割合が 23.7％となっています。 

中学生では、「１～３冊」の割合が 66.6％と最も高く、次いで「４～６冊」の割合

が 12.0％、「読まない」の割合が 10.5％となっています。 

高校生では、「読まない」の割合が 53.7％と最も高く、次いで「１～３冊」の割合

が 40.3％となっています。 

1 か月間に１冊も本を読まなかった児童生徒（不読者）の割合は、年齢が上がるに

つれ高くなっています。平成 25 年度調査と比べると、小学生、中学生では改善して

いるものの、高校生では若干の悪化がみられます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10冊以上 ７～９冊 ４～６冊 １～３冊

読まない 無回答

回答者数 =

平成30年度 510

平成25年度 486

平成30年度 673

平成25年度 694

平成30年度 471

平成25年度 466

27.1

15.5

5.9

4.5

1.5

1.3

14.7

11.9

4.9

4.3

0.8

1.1

23.7

25.3

12.0

16.1

3.6

5.1

29.6

35.8

66.6

59.8

40.3

41.4

3.9

11.5

10.5

15.3

53.7

51.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 
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３ あなたは、普段、どれくらい本を読んでいますか。一番近いと思う回答を選んで

ください。（学校の読書の時間で読んだ本も含めます）（○は１つ） 

小学生では、「ほぼ毎日」の割合が 50.1％と最も高く、次いで「週に３～４回」の

割合が 28.0％となっています。 

中学生では、「ほぼ毎日」の割合が 48.8％と最も高く、次いで「週に３～４回」の

割合が 30.2％となっています。 

高校生では、「月に数回」の割合が 35.3％と最も高く、次いで「週に３～４回」の

割合が 21.1％、「週に１回」の割合が 20.2％となっています。 

小学生、中学生では「ほぼ毎日」の割合が５割を占めている一方で、高校生では月

数回以下が約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１回 月に数回

年に数回 無回答

回答者数 =

平成30年度 485

平成25年度 430

平成30年度 602

平成25年度 588

平成30年度 218

平成25年度 228

50.1

23.3

48.8

41.2

8.3

9.6

28.0

35.6

30.2

28.7

21.1

15.4

8.9

14.6

6.0

9.9

20.2

19.7

8.9

20.0

9.8

11.2

35.3

36.0

2.7

4.9

4.5

3.2

14.2

14.0

1.4

1.6

0.7

5.8

0.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 
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４ あなたにとって、読書はどんなことに役立つと思いますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「想像力が豊かになる」の割合が 55.9％と最も高く、次いで「新しい

言葉を覚えることができる」の割合が 55.5％、「文章を早く読めるようになる」の割

合が 53.8％となっています。 

中学生では、「新しい言葉を覚えることができる」の割合が 66.4％と最も高く、次

いで「想像力が豊かになる」の割合が 62.5％、「新しい知識を得ることができる」の

割合が 61.1％となっています。 

高校生では、「新しい知識を得ることができる」の割合が 66.5％と最も高く、次い

で「想像力が豊かになる」の割合が 65.1％、「新しい言葉を覚えることができる」の

割合が 58.7％となっています。 

各年齢ともに、「想像力が豊かになる」「新しい言葉を覚えることができる」などが

上位になっており、読書の有用性については認識されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生 （回答者数 = 430）

中学生 （回答者数 = 588）

高校生 （回答者数 = 228）

【平成25年度】 ％

新しい言葉を覚えることができ

る

新しい知識を得ることができる

文章力（作文力）が向上する

文章を早く読めるようになる

人の気持ちを理解したり、自分

の気持ちを伝えたりする力がつ

く

想像力が豊かになる

勉強の参考になる

役に立つとは思わない

わからない

その他

無回答

62.1

57.9

32.3

54.4

44.7

59.3

45.8

1.4

2.8

4.2

2.3

48.1

52.6

43.9

43.4

37.6

61.6

18.0

2.0

6.3

4.6

4.3

48.7

56.1

28.9

25.0

34.2

62.7

7.9

1.8

3.5

3.9

3.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生 （回答者数 = 485）

中学生 （回答者数 = 602）

高校生 （回答者数 = 218）

【平成30年度】 ％

新しい言葉を覚えることができ

る

新しい知識を得ることができる

文章力（作文力）が向上する

文章を早く読めるようになる

人の気持ちを理解したり、自分

の気持ちを伝えたりする力がつ

く

想像力が豊かになる

勉強の参考になる

役に立つとは思わない

わからない

その他

無回答

55.5

52.2

29.1

53.8

36.5

55.9

39.4

2.3

4.5

4.3

0.6

66.4

61.1

45.2

51.0

37.2

62.5

17.9

1.2

4.2

4.2

0.7

58.7

66.5

45.9

39.0

33.5

65.1

17.9

0.5

1.8

3.2

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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５ あなたが読書をするようになったきっかけは何ですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「学校図書館を使うようになったから」の割合が 38.8％と最も高く、

次いで「家に本がたくさんあったから」の割合が 34.2％、「子どものころに家で本を

読んでもらったから」の割合が 31.5％となっています。 

中学生では、「特にきっかけはない」の割合が 28.2％と最も高く、次いで「家に本

がたくさんあるから」の割合が 21.4％、「子どものころに家で本を読んでもらったか

ら」の割合が 20.9％となっています。 

高校生では、「子どものころに家で本を読んでもらったから」の割合が 28.0％と最

も高く、次いで「家に本がたくさんあるから」の割合が 26.6％、「特にきっかけはな

い」の割合が 18.3％となっています。 

小さい頃の家庭における読書経験が重要であることに加え、特に小学生では学校図

書館が大きな影響を与えていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

小学生 （回答者数 = 430）

中学生 （回答者数 = 588）

高校生 （回答者数 = 228）

【平成25年度】 ％

子どものころに家で本を読んで

もらったから

家に本がたくさんあるから

家族が本を読んでいたから

図書館へ行くようになったから

学校図書館を使うようになった

から

家族がすすめてくれたから

友達がすすめてくれたから

学校の先生がすすめてくれた

から

特にきっかけはない

覚えていない

その他

無回答

36.3

39.1

17.7

26.0

36.5

16.7

9.5

2.8

12.6

4.2

6.3

2.8

20.9

23.3

13.8

11.9

13.1

12.6

18.4

3.9

22.3

9.2

12.2

3.7

22.4

15.4

12.7

11.8

13.2

7.9

13.2

4.4

20.6

13.2

10.1

6.1

0 10 20 30 40 50

小学生 （回答者数 = 485）

中学生 （回答者数 = 602）

高校生 （回答者数 = 218）

【平成30年度】 ％

子どものころに家で本を読んで

もらったから

家に本がたくさんあるから

家族が本を読んでいたから

図書館へ行くようになったから

学校図書館を使うようになった

から

家族がすすめてくれたから

友達がすすめてくれたから

学校の先生がすすめてくれた

から

特にきっかけはない

覚えていない

その他

無回答

31.5

34.2

13.8

25.6

38.8

11.8

14.8

6.0

13.6

5.4

12.8

0.4

20.9

21.4

11.1

12.1

13.6

12.0

15.9

5.0

28.2

6.5

12.1

0.8

28.0

26.6

15.1

11.9

7.3

11.9

11.0

3.7

18.3

13.8

7.3

1.8

0 10 20 30 40 50
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６ 本を読まない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「本を読むのはつまらないから（読書よりおもしろいものがあるから）」、

「本を読むのは面倒くさいから」の割合が 50.0％と最も高く、次いで、「身近に読み

たい本がないから」の割合が 45.0％となっています。 

中学生では、「本を読むのはつまらないから（読書よりも面白いものがあるから）」

の割合が 64.8％と最も高く、次いで「本を読むのは面倒くさいから」の割合が 47.9％、

「身近に読みたい本がないから」の割合が 36.6％となっています。 

高校生では、「忙しくて時間がないから」の割合が 72.3％と最も高く、次いで「身

近に読みたい本がないから」の割合が 20.6％、「本を読むのは面倒くさいから」の割

合が 17.4％となっています。 

読書に対して関心や興味がないことを、本を読まない理由としてあげている一方で、

「身近に読みたい本がないから」という理由も上がってきており、学校や地域で気軽

に本に接することのできる環境づくりが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生 （回答者数 = 56）

中学生 （回答者数 = 106）

高校生 （回答者数 = 238）

【平成25年度】 ％

忙しくて時間がないから

本を読むのはつまらないから

（読書よりも面白いものがある

から）

本を読むのは面倒くさいから

本を読まなくても困らないから

まわりに本を読んでいる人がい

ないから

身近に読みたい本がないから

どのような本を読めばよいのか

わからないから

その他

無回答

23.2

41.1

33.9

8.9

0.0

28.6

8.9

7.1

8.9

38.7

33.0

29.2

10.4

3.8

29.2

13.2

5.7

11.3

65.5

20.2

16.8

8.8

2.9

21.0

7.1

3.4

9.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生 （回答者数 = 20）

中学生 （回答者数 = 71）

高校生 （回答者数 = 253）

【平成30年度】 ％

忙しくて時間がないから

本を読むのはつまらないから

（読書よりも面白いものがある

から）

本を読むのは面倒くさいから

本を読まなくても困らないから

まわりに本を読んでいる人がい

ないから

身近に読みたい本がないから

どのような本を読めばよいのか

わからないから

その他

無回答

10.0

50.0

50.0

20.0

5.0

45.0

25.0

10.0

20.0

26.8

64.8

47.9

29.6

5.6

36.6

14.1

7.0

4.2

72.3

17.0

17.4

15.0

5.5

20.6

9.1

0.8

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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７ あなたのご家庭では、家族が本（まんが、雑誌は除きます）を読んでいますか。

（○は１つ） 

小学生では、「よく本を読んでいる」と「時々本を読んでいる」を合わせた“読んで

いる”の割合が 62.5％、「あまり本を読んでいない」と「本を読まない」を合わせた

“読まない”の割合が 26.5％となっています。 

中学生では、“読んでいる”の割合が 46.3％、“読まない”の割合が 38.9％となっ

ています。 

高校生では、“読んでいる”の割合が 56.2％、“読まない”の割合が 35.7％となっ

ています。 

小学生の保護者に比べ、中学生、高校生の保護者で“読んでいる”の割合が低くな

っています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ あなたは、ほかの人に本を読んでもらうことが好きですか。（１つに○） 

小学生のみ 

「とても好き」と「好き」を合わせた“好き”の割合が 40.6％、「あまり好きでは

ない」と「きらい」を合わせた“きらい”の割合が 24.9％となっています。 

 

 

 

 

  

よく本を読んでいる 時々本を読んでいる あまり本を読んでいない

本を読まない わからない 無回答

回答者数 =

平成30年度 510

平成25年度 486

平成30年度 673

平成25年度 694

平成30年度 471

平成25年度 466

22.7

24.9

15.8

18.4

21.0

21.0

39.8

38.1

30.5

36.3

35.2

36.3

16.1

18.1

20.2

22.9

20.0

21.7

10.4

9.5

18.7

12.8

15.7

12.7

9.8

8.4

13.8

8.4

6.6

7.3

1.2

1.0

1.0

1.2

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても好き 好き どちらでもない あまり好きではない

きらい わからない 無回答

回答者数 =

平成30年度調査 510

平成25年度調査 486

13.7

14.0

26.9

28.4

27.6

24.9

17.1

16.9

7.8

9.1

5.3

5.1

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

中
学
生 
高
校
生 
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イ 学校図書館の利用について 

９ あなたは学校図書館をどれくらい利用しますか。（○は１つ） 

小学生では、「月に数回」の割合が 22.0％と最も高く、次いで「週に１回」の割合

が 21.6％、「週に３～４回」の割合が 17.5％となっています。 

中学生では、「ほとんど利用しない」の割合が 53.6％と最も高く、次いで「年に数

回」の割合が 21.4％、「月に数回」の割合が 15.0％となっています。 

高校生では、「ほとんど利用しない」の割合が 75.4％と最も高く、次いで「年に数

回」の割合が 14.6％となっています。 

学校図書館をほとんど利用しない児童生徒の割合は、年齢が上がるにつれ高くなっ

ています。中学生でほとんど利用しない割合が減少しており、学校図書館の利用の増

加傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１回 月に数回

年に数回 ほとんど利用しない 無回答

回答者数 =

平成30年度 510

平成25年度 486

平成30年度 673

平成25年度 694

平成30年度 471

平成25年度 466

13.1

6.6

1.2

1.2

0.8

2.4

17.5

17.1

3.4

2.3

1.3

3.0

21.6

20.6

5.2

4.3

1.9

1.3

22.0

21.4

15.0

8.8

5.3

5.6

12.2

18.1

21.4

16.3

14.6

11.2

13.1

15.4

53.6

66.7

75.4

75.8

0.6

0.8

0.1

0.4

0.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 
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10 あなたが学校図書館を利用する目的は何ですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「個人で読む本を借りるため」の割合が 69.5％と最も高く、次いで「学

校図書館で本を読むため」の割合が 44.8％、「授業の宿題などのための調べものをす

るため」の割合が 12.7％となっています。 

中学生では、「個人で読む本を借りるため」の割合が 50.5％と最も高く、次いで「学

校図書館で本を読むため」の割合が 29.6％、「授業の宿題などのための調べ物をする

ため」の割合が 20.3％となっています。 

高校生では、「学校図書館で勉強するため」の割合が 45.1％と最も高く、次いで「個

人で読む本を借りるため」の割合が 38.9％、「授業の宿題などのための調べ物をする

ため」の割合が 13.3％となっています。 

小学生、中学生は本を借りたり、読んだりする目的で学校図書館を利用している一

方で、高校生は勉強する場として活用している状況がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生 （回答者数 = 407）

中学生 （回答者数 = 228）

高校生 （回答者数 = 109）

【平成25年度】 ％

授業の宿題などのための調べ

物をするため

個人で読む本を借りるため

学校図書館で本を読むため

学校図書館で勉強するため

友人や司書と交流するため

その他

無回答

15.0

58.0

49.9

5.9

5.2

6.6

6.6

12.7

50.4

36.4

6.1

10.5

6.1

7.5

3.7

38.5

13.8

46.8

8.3

8.3

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生 （回答者数 = 440）

中学生 （回答者数 = 311）

高校生 （回答者数 = 113）

【平成30年度】 ％

授業の宿題などのための調べ

物をするため

個人で読む本を借りるため

学校図書館で本を読むため

学校図書館で勉強するため

友人や司書と交流するため

その他

無回答

12.7

69.5

44.8

5.5

5.2

6.4

2.3

20.3

50.5

29.6

4.5

16.1

8.0

2.3

13.3

38.9

11.5

45.1

4.4

5.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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11 あなたは、学校図書館で１か月に何冊程度の本を借りていますか。 

（○は１つ） 

小学生では、「１～３冊」の割合が 39.3％と最も高く、次いで「４～６冊」の割合

が 20.2％、「10 冊以上」の割合が 15.7％となっています。 

中学生では、「借りない」の割合が 54.0％と最も高く、次いで「１～３冊」の割合

が 35.4％となっています。 

高校生では、「借りない」の割合が 76.1％と最も高く、次いで「１～３冊」の割合

が 23.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10冊以上 ７～９冊 ４～６冊 １～３冊

借りない 無回答

回答者数 =

平成30年度 440

平成25年度 407

平成30年度 311

平成25年度 228

平成30年度 113

平成25年度 109

15.7

9.8

1.0

0.9

1.8

10.0

7.4

1.0

1.3

20.2

17.4

7.1

7.0

0.9

1.8

39.3

38.6

35.4

39.5

23.0

34.0

13.0

20.4

54.0

44.3

76.1

56.0

1.8

6.4

1.6

7.0

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

中
学
生 

高
校
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12 学校図書館を利用しない理由は何ですか。（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「読みたい本がないから」の割合が 61.2％と最も高く、次いで「学校

図書館に行く時間がないから」の割合が 16.4％となっています。 

中学生では、「読みたい本がないから」の割合が 50.1％と最も高く、次いで「学校

図書館に行く時間がないから」の割合が 45.2％となっています。 

高校生では、「学校図書館に行く時間がないから」の割合が 63.7％と最も高く、次

いで「読みたい本がないから」の割合が 29.3％となっています。 

小・中学生は、読みたい本がないことを理由に学校図書館を利用していない状況であ

り、学校図書館の利用を促す上で、子どものニーズに応じた蔵書の充実が必要です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生 （回答者数 = 75）

中学生 （回答者数 = 463）

高校生 （回答者数 = 353）

【平成25年度】 ％

読みたい本がないから

勉強や宿題に必要な本がない

から

学校図書館に行く時間がないか

ら

学校図書館が使いにくいから

学校図書館の使い方がわから

ないから

他の図書館を使っているから

その他

無回答

45.3

2.7

16.0

2.7

2.7

8.0

38.7

1.3

42.8

3.5

52.7

10.2

11.0

8.2

14.5

9.9

30.6

3.4

58.4

5.7

4.2

7.9

6.2

11.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生 （回答者数 = 67）

中学生 （回答者数 = 361）

高校生 （回答者数 = 355）

【平成30年度】 ％

読みたい本がないから

勉強や宿題に必要な本がない

から

学校図書館に行く時間がないか

ら

学校図書館が使いにくいから

学校図書館の使い方がわから

ないから

他の図書館を使っているから

その他

無回答

61.2

4.5

16.4

9.0

0.0

4.5

23.9

9.0

50.1

7.8

45.2

6.9

7.5

4.7

20.5

1.7

29.3

3.9

63.7

6.5

5.4

7.6

8.5

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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13 学校図書館をもっと多くの人に利用してもらうためには、どんなことが必要だと

思いますか。（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「新しい本を増やすこと」の割合が 70.4％と最も高く、次いで「本の

種類を増やすこと」の割合が 62.4％、「本がパソコンなどで簡単に探せること」の割

合が 47.6％となっています。 

中学生では、「新しい本を増やすこと」の割合が 56.9％と最も高く、次いで「本の

種類を増やすこと」の割合が 51.0％、「本がパソコンなどで簡単に探せること」の割

合が 39.8％となっています。 

高校生では、「勉強するスペースを広くすること」の割合が 34.8％と最も高く、次

いで「土日祝日や夏休みなど長期休暇中も開いていること」の割合が 29.1％、「特に

希望はない」の割合が 24.2％となっています。 

小学生、中学生では蔵書を増やすことなど、高校生では学習の場としての活用が求

められているなど、各年齢層によって学校図書館に対するニーズが異なっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

小学生 （回答者数 = 486）

中学生 （回答者数 = 694）

高校生 （回答者数 = 466）

【平成25年度】 ％

土日祝日や夏休みなど長期休

暇中も開いていること

新しい本を増やすこと

本の種類を増やすこと

勉強するスペースを広くするこ

と

本が整理されていて使いやすい

こと

本がパソコンなどで簡単に探せ

ること

本の探し方や調べ物を手伝って

くれる先生や司書の人が常にい

ること

特に希望はない

その他

無回答

34.4

69.8

61.1

12.1

35.4

45.7

19.5

6.6

6.0

2.1

24.1

57.1

52.4

16.4

24.5

42.8

11.2

15.7

5.9

1.0

22.7

31.1

26.4

26.4

14.2

21.0

4.5

23.8

4.1

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生 （回答者数 = 510）

中学生 （回答者数 = 673）

高校生 （回答者数 = 471）

【平成30年度】 ％

土日祝日や夏休みなど長期休

暇中も開いていること

新しい本を増やすこと

本の種類を増やすこと

勉強するスペースを広くするこ

と

本が整理されていて使いやすい

こと

本がパソコンなどで簡単に探せ

ること

本の探し方や調べ物を手伝って

くれる先生や司書の人が常にい

ること

特に希望はない

その他

無回答

41.0

70.4

62.4

16.7

36.5

47.6

19.2

4.7

4.3

1.2

22.9

56.9

51.0

20.2

19.5

39.8

9.1

16.3

4.0

0.9

29.1

23.1

22.1

34.8

8.5

18.5

7.2

24.2

5.9

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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ウ 岡崎市の図書館などの利用について 

14 あなたは、岡崎市立中央図書館、市民センター図書室などを利用したことがあり

ますか。利用したことがある施設を全て選んでください。 

（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「中央図書館（りぶら内）」の割合が 63.9％と最も高く、次いで「利用

したことはあるが名前がわからない」の割合が24.5％、「どれも利用したことがない」

の割合が 17.8％となっています。 

中学生では、「中央図書館（りぶら内）」の割合が 72.8％と最も高く、次いで「岡崎

げんき館情報ライブラリー」の割合が 21.0％、「利用したことはあるが名前がわから

ない」の割合が 16.5％となっています。 

高校生では、「中央図書館（りぶら内）」の割合が 73.9％と最も高く、次いで「どれ

も利用したことがない」の割合が 20.0％、「岡崎げんき館情報ライブラリー」の割合

が 11.3％となっています。 

各年齢ともに「中央図書館（りぶら内）」の利用割合が 7 割から８割程度と高くな

っている一方で、どこも利用したことのない人は１割から２割程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
小学生 （回答者数 = 486）

中学生 （回答者数 = 694）

高校生 （回答者数 = 466）

【平成25年度】 ％

中央図書館（りぶら内）

額田図書館

中央市民センター図書室

南部市民センター図書室（シ

ビックセンター内）

大平市民センター図書室

東部市民センター図書室

岩津市民センター図書室

矢作市民センター図書室

六ツ美市民センター図書室

岡崎げんき館情報ライブラリー

利用したことはあるが名前がわ

からない

どれも利用したことがない

無回答

67.9

9.7

5.6

5.8

3.7

0.2

7.8

3.5

2.3

20.4

17.1

16.9

1.4

78.2

9.1

4.2

3.6

2.7

1.7

6.3

2.6

2.9

20.3

15.3

13.1

0.4

77.3

6.0

1.9

6.7

4.5

1.7

3.6

4.1

1.3

10.1

6.4

16.7

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生 （回答者数 = 510）

中学生 （回答者数 = 673）

高校生 （回答者数 = 471）

【平成30年度】 ％

中央図書館（りぶら内）

額田図書館（こもれびかん内）

中央市民センター図書室

南部市民センター図書室（シ

ビックセンター内）

大平市民センター図書室

東部市民センター図書室

岩津市民センター図書室

矢作市民センター図書室

六ツ美市民センター図書室

岡崎げんき館情報ライブラリー

利用したことはあるが名前がわ

からない

どれも利用したことがない

無回答

63.9

9.0

3.9

4.5

2.7

1.8

5.7

1.2

1.6

15.7

24.5

17.8

1.0

72.8

5.5

2.7

12.3

2.4

2.2

5.3

3.0

1.8

21.0

16.5

14.9

0.3

73.9

5.1

2.8

5.5

2.8

1.7

5.3

3.6

3.8

11.3

3.6

20.0

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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15 図書館など、市の施設をどの程度利用していますか。（○は１つ） 

小学生では、「年に数回」の割合が 56.5％と最も高く、次いで「月に数回」の割合

が 30.7％となっています。 

中学生では、「年に数回」の割合が 80.9％と最も高く、次いで「月に数回」の割合

が 15.9％となっています。 

高校生では、「年に数回」の割合が 63.9％と最も高く、次いで「月に数回」の割合

が 25.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年度 414

平成25年度 397

平成30年度 571

平成25年度 600

平成30年度 374

平成25年度 384

0.2

0.5

0.2

0.3

2.4

2.1

2.4

2.5

0.4

0.3

3.5

4.2

8.0

7.6

2.3

2.2

4.8

4.2

30.7

28.2

15.9

19.0

25.1

25.5

56.5

60.2

80.9

74.7

63.9

58.8

2.2

1.0

0.4

3.5

0.3

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１回 月に数回 年に数回 無回答

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 
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16 あなたは、図書館などで１か月に何冊程度の本を借りていますか。 

（○は１つ） 

小学生では、「１～３冊」の割合が 35.0％と最も高く、次いで「借りない」の割合

が 28.5％、「４～６冊」の割合が 14.0％となっています。 

中学生では、「借りない」の割合が 57.8％と最も高く、次いで「１～３冊」の割合

が 30.5％となっています。 

高校生では、「借りない」の割合が 82.9％と最も高く、次いで「１～３冊」の割合

が 12.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

平成30年度 414

平成25年度 397

平成30年度 571

平成25年度 600

平成30年度 374

平成25年度 384

12.6

11.1

3.0

3.5

0.5

0.3

8.0

5.8

2.6

3.3

1.1

0.8

14.0

13.1

5.8

7.3

2.7

2.9

35.0

35.8

30.5

32.7

12.6

19.5

28.5

33.0

57.8

49.5

82.9

71.6

1.9

1.2

0.4

3.7

0.3

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10冊以上 ７～９冊 ４～６冊 １～３冊 借りない 無回答

小
学
生 

中
学
生 

高
校
生 
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17 あなたが図書館などを利用する目的は何ですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「本を読むため」の割合が 77.1％と最も高く、次いで「調べ物をする

ため」の割合が 30.4％、「本やＤＶＤ、ＣＤの貸出・返却のため」の割合が 26.8％

となっています。 

中学生では、「本を読むため」の割合が 55.7％と最も高く、次いで「勉強をするた

め」の割合が 36.6％、「調べ物をするため」の割合が 28.9％となっています。 

高校生では、「勉強をするため」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「本を読むた

め」の割合が 21. 9％、「本やＤＶＤ、ＣＤの貸出・返却のため」の割合が 18.7％と

なっています。 

年齢が下がるにつれ、「本を読むため」の割合が高く、年齢が上がるにつれ「勉強を

するため」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生 （回答者数 = 414）

中学生 （回答者数 = 571）

高校生 （回答者数 = 374）

小学生 （回答者数 = 397）

中学生 （回答者数 = 600）

高校生 （回答者数 = 384）

【平成25年度】 ％

本やＤＶＤ、ＣＤの貸出・返却の

ため

調べ物をするため

本を読むため

勉強をするため

図書館などで行われているイベ

ントや講座に参加するため

友人と交流するため

その他

無回答

28.0

40.6

73.0

22.9

7.3

3.8

5.5

1.5

30.2

29.8

53.5

33.8

1.7

6.8

3.8

3.7

19.0

13.5

24.5

73.2

1.3

3.4

1.3

4.7

0 20 40 60 80 100
【平成30年度】 ％

本やＤＶＤ、ＣＤの貸出・返却の

ため

調べ物をするため

本を読むため

勉強をするため

図書館などで行われているイベ

ントや講座に参加するため

友人と交流するため

その他

無回答

26.8

30.4

77.1

16.9

2.9

1.9

5.1

2.4

24.3

28.9

55.7

36.6

1.8

7.5

5.4

0.5

18.7

15.8

21.9

71.4

1.6

3.2

0.8

0.8

0 20 40 60 80 100
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18 中央図書館・額田図書館では、中・高校生向けの図書を置いてあるコーナー 

（ティーンズコーナー）がありますが、利用したことはありますか。 

（○は１つ） 

中学生では、「知らない」の割合が 73.0％と最も高く、次いで「知っているが、利

用したことはない」の割合が 14.2％、「利用したことがある」の割合が 12.8％とな

っています。 

高校生では、「知らない」の割合が 48.9％と最も高く、次いで「知っているが、利

用したことはない」の割合が 27.8％、「利用したことがある」の割合が 22.7％とな

っています。 

ティーンズコーナーの認知度は不十分といえます。利用促進に向けて、周知を図っ

ていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 ティーンズ向け図書館情報紙「図書缶」を読んでいますか。（○は１つ） 

中学生では、「知らない」の割合が 46.1％と最も高く、次いで「読んだことがない」

の割合が 26.0％、「ほとんど読まない」の割合が 12.3％となっています。 

高校生では、「知らない」の割合が 46.6％と最も高く、次いで「読んだことがない」

の割合が 28.6％、「ほとんど読まない」の割合が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

毎号読んでいる ときどき読んでいる 関心のあるページのみ読んでいる

ほとんど読まない 読んだことがない 知らない

無回答

回答者数 =

中学生 154

高校生 189

2.6 7.1

7.9

5.2 12.3

15.3

26.0

28.6

46.1

46.6

0.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 知っているが、利用したことはない

知らない 無回答

回答者数 =

平成30年度 571

平成25年度 600

平成30年度 374

平成25年度 384

12.8

17.7

22.7

25.8

14.2

13.8

27.8

23.9

73.0

64.7

48.9

43.5

3.8

0.5

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中
学
生 

高
校
生 

【平成30年度】
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20 あなたは岡崎市立中央図書館の読書通帳を持っていますか。（○は１つ） 

小学生では、「持っている」の割合が 30.7％、「持っていない」の割合が 67.1％と

なっています。 

中学生では、「持っている」の割合が 15.4％、「持っていない」の割合が 81.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

21 読書通帳を作ってから図書館などの利用のしかたに変化はありましたか。 

（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「特に変化はない」の割合が 39.4％と最も高く、次いで「本をたくさ

ん借りるようになった」の割合が 37.8％、「読まなかった種類の本を読むようになっ

た」の割合が 33.9％となっています。 

中学生では、「特に変化はない」の割合が 59.1％と最も高く、次いで「本をたくさ

ん借りるようになった」の割合が25.0％、「一度借りた本をまた借りるようになった」

の割合が 15.9％となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
小学生 （回答者数 = 127）

中学生 （回答者数 = 88）

％

図書館を頻繁に利用するように

なった

本をたくさん借りるようになった

読まなかった種類の本を読むよ

うになった

一度借りた本をまた借りるように

なった

達成感を得られるようになった

特に変化はない

その他

無回答

19.7

37.8

33.9

18.1

22.8

39.4

1.6

0.0

9.1

25.0

13.6

15.9

8.0

59.1

0.0

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

持っている 持っていない 無回答

回答者数 =

小学生 414

中学生 571

30.7

15.4

67.1

81.4

2.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%【平成30年度】

【平成30年度】
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22 図書館などを利用したことがない理由は何ですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「本は買って読むから」の割合が 36.3％と最も高く、次いで「図書館

などに行く時間がないから」の割合が 34.1％、「学校図書館を利用しているから」の

割合が 25.3％となっています。 

中学生では、「本は買って読むから」の割合が 47.0％と最も高く、次いで「借りた

本を返すのが面倒だから」の割合が 37.0％、「図書館などに行く時間がないから」の

割合が 36.0％となっています。 

高校生では、「岡崎市以外の図書館などを利用しているから」の割合が 50.0％と最

も高く、次いで「本を読まないから」の割合が 25.5％、「本は買って読むから」の割

合が 22.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生 （回答者数 = 82）

中学生 （回答者数 = 91）

高校生 （回答者数 = 78）

【平成25年度】 ％

本を読まないから

本は買って読むから

図書館などには読みたい本が

ないから

借りた本を返すのが面倒だから

図書館などの雰囲気が嫌いだ

から

図書館などに行く時間がないか

ら

図書館などが近くにないから

図書館などの使い方がわから

ないから

学校図書館を利用しているから

岡崎市以外の図書館などを利

用しているから

その他

無回答

24.4

34.1

11.0

25.6

3.7

30.5

20.7

6.1

19.5

2.4

14.6

9.8

27.5

45.1

14.3

30.8

11.0

42.9

23.1

9.9

8.8

8.8

9.9

6.6

9.0

19.2

3.8

14.1

5.1

20.5

24.4

5.1

1.3

64.1

2.6

7.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生 （回答者数 = 91）

中学生 （回答者数 = 100）

高校生 （回答者数 = 94）

【平成30年度】 ％

本を読まないから

本は買って読むから

図書館などには読みたい本が

ないから

借りた本を返すのが面倒だから

図書館などの雰囲気が嫌いだ

から

図書館などに行く時間がないか

ら

図書館などが近くにないから

図書館などの使い方がわから

ないから

学校図書館を利用しているから

岡崎市以外の図書館などを利

用しているから

その他

無回答

8.8

36.3

14.3

22.0

1.1

34.1

24.2

13.2

25.3

2.2

11.0

8.8

29.0

47.0

16.0

37.0

9.0

36.0

32.0

10.0

4.0

10.0

9.0

1.0

25.5

22.3

2.1

8.5

1.1

19.1

14.9

3.2

1.1

50.0

2.1

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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23 図書館などをもっと利用してもらうためには、どんなことが必要だと思いますか。

（あてはまるもの全てに○） 

小学生では、「小学生向けの本を増やすこと」の割合が 63.3％と最も高く、次いで

「まんがや雑誌をおくこと」の割合が 53.1％、「図書館で年齢に応じたイベントを開

催すること」の割合が 38.0％となっています。 

中学生では、「まんがや雑誌をおくこと」の割合が 50.8％と最も高く、次いで「中

高生向けの本を増やすこと」の割合が 43.5％、「友だちと話したり、グループ学習で

きる場所があること」の割合が 42.8％となっています。 

高校生では、「勉強できる場所を増やすこと」の割合が 57.7％と最も高く、次いで

「友だちと話したり、グループ学習できる場所があること」の割合が 35.7％、「まん

がや雑誌をおくこと」の割合が 34.6％となっています。 

子どもの読書活動を活発化させるために必要なこととして、新しい本を増やし蔵書

を充実させ、より多くの本との出会いの場として図書館を整備していくことで、子ど

もの読書への意欲を高めることが、読書活動の推進につながると考えられます。また、

「まんがや雑誌をおくこと」の割合も小学生、中学生、高校生のいずれも上位にある

ことから、子どものニーズを広くとらえていくことも必要です。 
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※年齢に応じた本を増やすこと・・・小学生向けの本を増やすこと、中高生向けの本を増やすこと 
※図書館で年齢に応じたイベントを開催すること・・・図書館で小学生向けのイベントを開催する
こと、図書館で中高生向けのイベントを開催すること 

 

 

  

【平成25年度】 ％

まんがや雑誌をおくこと

年齢に応じた本を増やすこと

勉強できる場所を増やすこと

友だちと話したり、グループ学

習できる場所があること

インターネットを利用できるパソ

コンをたくさん置くこと

図書館でＤＶＤ、ＣＤを見たり聴

いたりできること

図書館の使い方や本の探し方

を教えてくれること

学校の授業で図書館を使うこと

図書館で年齢に応じたイベント

を開催すること

図書館のお知らせが中学生に

も届くこと

図書館の人が学校に来てお話

をしてくれること

特に希望はない

その他

無回答

52.7

63.0

17.3

30.0

39.7

30.7

22.6

32.1

39.9

28.8

21.0

5.6

3.5

1.6

54.2

51.3

36.0

37.9

43.4

30.4

11.1

26.4

13.0

17.4

4.8

10.4

2.7

1.3

34.5

33.5

48.7

34.5

20.2

16.5

4.7

11.8

8.2

9.9

1.1

15.7

1.5

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

小学生 （回答者数 = 486）

中学生 （回答者数 = 694）

高校生 （回答者数 = 466）

小学生 （回答者数 = 510）

中学生 （回答者数 = 673）

高校生 （回答者数 = 471）

【平成30年度】 ％

まんがや雑誌をおくこと

年齢に応じた本を増やすこと

勉強できる場所を増やすこと

友だちと話したり、グループ学

習できる場所があること

インターネットを利用できるパソ

コンをたくさん置くこと

図書館でＤＶＤ、ＣＤを見たり聴

いたりできること

図書館の使い方や本の探し方

を教えてくれること

学校の授業で図書館を使うこと

図書館で中高生向けのイベント

を開催すること

図書館のお知らせが中学生に

も届くこと

図書館の人が学校に来てお話

をしてくれること

特に希望はない

その他

無回答

53.1

63.3

24.5

30.0

37.8

30.2

19.6

36.9

38.0

29.8

19.0

4.5

2.9

1.0

50.8

43.5

38.8

42.8

40.4

31.6

8.8

25.9

16.2

17.2

3.7

10.0

2.2

0.7

34.6

25.1

57.7

35.7

15.5

13.2

3.8

8.3

6.6

5.9

0.8

14.4

4.0

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

図書館で年齢に応じたイベント

を開催すること
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エ 読書に対する考え方などについて 

24 あなたは、ご自分の読書活動についてどのようにお考えですか。（○は１つ） 

小学生では、「適度に本を読んでいると思う」の割合が 35.9％と最も高く、次いで

「もっと本を読むべきだと思う」の割合が 26.1％、「十分に本を読んでいると思う」

の割合が 20.0％となっています。 

中学生では、「適度に本を読んでいると思う」の割合が 33.4％と最も高く、次いで

「もっと本を読むべきだと思う」の割合が 26.9％、「十分に本を読んでいると思う」

の割合が 13.5％となっています。 

高校生では、「もっと本を読むべきだと思う」の割合が 53.3％と最も高く、次いで

「適度に本を読んでいると思う」の割合が 17.8％、「わからない」の割合が 14.2％

となっています。 

高校生の不読率の高さが指摘されている一方で、「もっと本を読むべきだと思う」と

も多くの高校生が考えており、読書への興味や関心があることがわかります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

十分に本を読んでいると思う 適度に本を読んでいると思う もっと本を読むべきだと思う

読書より他のことに時間を使うべきだと思う わからない その他

無回答

回答者数 =

平成30年度 510

平成25年度 486

平成30年度 673

平成25年度 694

平成30年度 471

平成25年度 466

20.0

14.0

13.5

11.4

3.0

3.9

35.9

33.7

33.4

36.4

17.8

18.9

26.1

33.3

26.9

32.0

53.3

55.6

7.3

5.6

12.6

7.9

7.9

6.2

7.6

10.1

12.3

10.7

14.2

11.8

0.6

0.8

0.7

0.6

1.3

0.8

2.5

2.5

0.4

1.0

2.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生

中
学
生

高
校
生

0.8
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25 あまり読書をしたことがない人が、もっと読書をするためには、どのようなことが

必要だと思いますか。（○は３つまで） 

小学生では、「学校図書館の本を増やすこと」の割合が 36.5％と最も高く、次いで

「学校の授業で読書をする時間をとること」の割合が 35.9％、「学校図書館をもっと

使いやすくすること」の割合が 25.1％となっています。 

中学生では、「学校の授業で読書をする時間をとること」の割合が 29.9％と最も高

く、次いで「学校図書館の本を増やすこと」の割合が 24.7％、「学校図書館をもっと

使いやすくすること」の割合が 23.8％となっています。 

高校生では、「学校の授業で読書をする時間をとること」の割合が 31.2％と最も高

く、次いで「友人や同世代の人がいろいろな本を勧めてくれること」の割合が24.6％、

「学校図書館をもっと使いやすくすること」の割合が 21.0％となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【平成30年度】 ％

学校図書館をもっと使いやすく

すること

学校図書館の本を増やすこと

家の近くに図書館などをもっと

増やすこと

図書館などの本を増やすこと

先生や親がいろいろな本をすす

めてくれること

友人や同世代の人がいろいろ

な本をすすめてくれること

学校の授業で読書をする時間

をとること

学校や図書館などで読み聞か

せや朗読会などをしてもらうこと

学校や図書館などで本の紹介

をしてくれること

図書館などで読書に関するイベ

ントを開催すること

特に何かする必要はない

わからない

その他

無回答

25.1

36.5

21.4

22.2

10.0

11.2

35.9

5.1

11.4

21.2

1.8

4.3

2.7

11.8

23.8

24.7

19.9

12.9

9.2

19.6

29.9

3.6

10.7

7.4

9.4

7.9

2.1

8.6

21.0

5.3

17.6

4.0

13.8

24.6

31.2

1.5

5.9

3.2

10.4

11.9

3.4

6.2

0 10 20 30 40 50

【平成25年度】 ％

学校図書館をもっと使いやすく

すること

学校図書館の本を増やすこと

家の近くに図書館などをもっと

増やすこと

図書館などの本を増やすこと

先生や親がいろいろな本をすす

めてくれること

友人や同世代の人がいろいろ

な本をすすめてくれること
- （平成30年度より追加）

学校の授業で読書をする時間

をとること

学校や図書館などで読み聞か

せや朗読会などをしてもらうこと

学校や図書館などで本の紹介

をしてくれること

図書館などで読書に関するイベ

ントを開催すること
- （平成30年度より追加）

特に何かする必要はない

わからない

その他

無回答

28.2

43.2

31.1

31.5

14.6

43.6

7.6

23.3

4.7

7.0

3.3

7.0 

33.3

31.8

24.1

22.2

17.3

38.8

8.8

24.4

9.2

11.0

3.6

1.7 

20.4

10.9

19.3

10.1

20.2

40.3

4.5

18.0

15.2

12.7

4.1

3.0 

0 10 20 30 40 50

小学生 （回答者数 = 486）

中学生 （回答者数 = 694）

高校生 （回答者数 = 466）

小学生 （回答者数 = 510）

中学生 （回答者数 = 673）

高校生 （回答者数 = 471）
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② 保護者 

ア あなた自身の読書活動について 

26 あなたは、本（漫画、雑誌は除きます）を読むことが好きですか。 

（○は１つ） 

園児保護者では、「とても好き」と「好き」を合わせた“好き”の割合が 46.8％、

「あまり好きではない」と「嫌い」を合わせた“嫌い”の割合が 22.9％となっていま

す。 

小学生保護者では、“好き”の割合が 49.4％、“嫌い”の割合が 21.6％となっていま

す。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

27 あなたは、１か月に、本（漫画、雑誌は除きます）を何冊読みますか。 

（○は１つ） 

園児保護者では、「読まない」の割合が 57.2％と最も高く、次いで「１～３冊」の

割合が 34.7％となっています。 

小学生保護者では、「読まない」の割合が 48.1％と最も高く、次いで「１～３冊」

の割合が 40.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
10冊以上 ７～９冊 ４～６冊 １～３冊

読まない 無回答

回答者数 =

平成30年度 519

平成25年度 409

平成30年度 676

平成25年度 645

1.5

2.7

2.7

3.3

2.1

0.7

2.2

2.3

3.9

5.6

5.9

6.0

34.7

42.3

40.7

47.0

57.2

47.7

48.1

40.6

0.6

1.0

0.4

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても好き 好き どちらでもない あまり好きではない

嫌い わからない 無回答

回答者数 =

平成30年度 519

平成25年度 409

平成30年度 676

平成25年度 645

12.1

12.7

11.8

17.0

34.7

37.4

37.6

35.7

29.3

28.4

28.1

25.9

20.2

17.8

17.0

17.8

2.7

2.2

4.6

3.1

0.2

0.5

0.3

0.8

1.0

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

17.0
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28 あなたは、普段、どれくらい頻繁に本を読んでいますか。一番近いと思う回答を選

んでください。（○は１つ） 

園児保護者では、「読まない」の割合が 30.4％と最も高く、次いで「年に数回」の

割合が 29.9％、「月に数回」の割合が 18.3％となっています。 

小学生保護者では、「年に数回」の割合が 27.5％と最も高く、次いで「読まない」

の割合が 23.2％、「月に数回」の割合が 16.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ お子さんの読書活動について 

29 あなたのお子さんは、本もしくは絵本が好きだと思われますか。（○は１つ） 

園児保護者では、「とても好きだと思う」と「比較的好きだと思う」を合わせた“好

きだと思う”の割合が 89.6％、「あまり好きではないと思う」と「嫌いだと思う」を

合わせた“嫌いだと思う”の割合が 1.5％となっています。 

小学生保護者では、“好きだと思う”の割合が 65.1％、“嫌いだと思う”の割合が

17.0％となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

  

とても好きだと思う 比較的好きだと思う どちらでもないと思う あまり好きではないと思う

嫌いだと思う わからない 無回答

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１回 月に数回

年に数回 読まない 無回答

回答者数 =

平成30年度 519

平成25年度 409

平成30年度 676

平成25年度 645

31.4

31.5

20.4

18.3

58.2

54.5

44.7

45.4

8.1

7.8

17.6

13.9

1.5

2.7

14.8

16.0

0.2

2.2

3.1

0.2

0.7

0.1

0.5

0.6

2.4

0.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

平成30年度 519

平成25年度 409

平成30年度 676

平成25年度 645

5.2

5.9

5.9

6.4

5.8

9.0

13.8

13.3

10.0

10.5

13.2

11.6

18.3

20.0

16.1

21.4

29.9

30.6

27.5

31.3

30.4

23.2

23.2

15.3

0.4

0.7

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

13.9 
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30 あなたのお子さんは、家庭でどの程度読書をしていますか。（○は１つ） 

園児保護者では、「週に３～４回程度だと思う」の割合が 32.6％と最も高く、次い

で「ほぼ毎日だと思う」の割合が 30.0％、「週に１回程度だと思う」の割合が 18.1％

となっています。 

小学生保護者では、「時々読んでいるが頻繁ではないと思う」の割合が 33.3％と最

も高く、次いで「週に３～４回程度だと思う」の割合が 22.6％、「ほぼ毎日だと思う」、

「家で読書しているのをほとんど見たことがない」の割合が14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

※集計方法の変更により、平成 30 年度の園児保護者の「無回答」は除いています。 

31 お子さんの読書の状況について、どのようにお考えですか。（○は１つ） 

園児保護者では、「丁度よい読書量だと思うため、このまま続けてもらいたい」の割

合が 59.4％と最も高く、次いで「もう少し読書をすべきだと思う」の割合が 34.9％

となっています。 

小学生保護者では、「もう少し読書をすべきだと思う」の割合が56.2％と最も高く、

次いで「丁度よい読書量だと思うため、このまま続けてもらいたい」の割合が 36.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

読書量を減らし、他のことにも興味を持たせたい 丁度よい読書量だと思うため、このまま続けてもらいたい

もう少し読書をすべきだと思う 読書は必要ないと思う

わからない その他

無回答

回答者数 =

平成30年度 519

平成25年度 322

平成30年度 676

平成25年度 645

0.5

0.3

0.7

0.8

59.4

53.7

36.7

27.3

34.9

38.8

56.2

63.7

0.3

0.4

0.2

3.2

2.2

3.4

2.5

2.1

0.9

1.8

1.9

3.7

0.7

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日だと思う 週に３～４回程度だと思う 週に１回程度だと思う

時々読んでいるが頻繁ではないと思う 家で読書しているのをほとんど見たことがない わからない

回答者数 =

平成30年度 436

平成25年度 322

平成30年度 676

平成25年度 645

30.0

27.0

14.9

11.2

32.6

35.7

22.6

18.3

18.1

17.4

13.2

14.0

17.0

14.6

33.3

40.2

2.3

1.9

14.9

13.3

0.9

0.6

0.1

2.5

0.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※集計方法の変更により、平成 30 年度の園児保護者の「無回答」は除いています。 

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

436 

0.1 

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

436 

1.8 
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32 ご家庭で、お子さんに読み聞かせをしたり、お子さんと一緒に読書をしたりするこ

とはありますか。（○は１つ） 

園児保護者では、「週に１回程度は行っている」の割合が 32.0％と最も高く、次い

で「週に３～４回程度は行っている」の割合が 27.1％、「ほぼ毎日行っている」の割

合が 24.4％となっています。 

小学生保護者では、「行っていない」の割合が 48.5％と最も高く、次いで「年に数

回は行っている」の割合が 17.2％、「月に数回は行っている」の割合が 15.7％とな

っています。 

家庭での大人の関わりに注目すると、子どもに読み聞かせをしたり、子どもと一緒

に読書をしたりすることが週１回以上ある人の割合は、園児保護者で 83.5％、小学

生保護者で 18.1％と子どもが小学生になると大幅に減少しています。「子供の読書活

動の推進等に関する調査研究」（平成 28 年度文部科学省委託調査）では、読書をする

きっかけとして、小学生で「家族が一緒に本を読んだり図書館や本屋に連れて行って

くれたりすること」が最も高いことから、子どもの読書活動の入り口として、周りの

大人の働きかけが重要であることがわかります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※集計方法の変更により、平成 30 年度の園児保護者の「無回答」は除いています。 

 

  

ほぼ毎日行っている 週に３～４回程度は行っている 週に１回程度は行っている

月に数回は行っている 年に数回は行っている 行っていない

無回答

回答者数 =

平成30年度 446

平成25年度 409

平成30年度 676

平成25年度 645

24.4

22.7

3.0

2.3

27.1

25.9

5.8

4.8

32.0

33.5

9.3

8.5

11.0

9.8

15.7

12.9

3.4

3.7

17.2

22.0

2.2

2.4

48.5

46.7

2.0

0.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

保
護
者 

園 
児 

保
護
者 
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33 お子さんに本を与える際、主に、どこでその本を入手しますか。（○は１つ） 

園児保護者では、「購入する」の割合が 53.8％と最も高く、次いで「図書館などの

市の施設で借りる」の割合が 27.2％となっています。 

小学生保護者では、「購入する」の割合が 53.3％と最も高く、次いで「図書館など

の市の施設で借りる」の割合が 36.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比べ、図書館などの市の施設で借りる割合が減少し、本を購入

する割合が増加しており、子ども向けの本の借用に関しては図書館等での利用が減少

していく傾向がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

34 ご家庭で、子ども向けの本をどの程度所有されていますか。（○は１つ） 

園児保護者では、「50 冊以上」の割合が 23.7％と最も高く、次いで「10～19 冊」

の割合が 20.6％、「20～29 冊」の割合が 18.3％となっています。 

小学生保護者では、「50 冊以上」の割合が 24.7％と最も高く、次いで「10～19

冊」の割合が 20.3％、「１～９冊」の割合が 17.2％となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

  
50冊以上 40～49冊 30～39冊 20～29冊 10～19冊

１～９冊 所有していない 無回答

回答者数 =

平成30年度 519

平成25年度 409

平成30年度 676

平成25年度 645

23.7

28.4

24.7

22.8

9.1

7.8

6.7

5.7

16.8

17.4

13.5

14.9

18.3

16.1

13.9

16.1

20.6

20.5

20.3

18.5

10.8

7.3

17.2

17.2

0.2

0.7

2.2

1.5

0.6

1.7

1.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図書館などの市の施設で借りる 友人や知り合いから借りる 購入する

本を与えることはない その他 無回答

回答者数 =

平成30年度 519

平成25年度 409

平成30年度 676

平成25年度 645

27.2

33.3

36.8

40.9

2.3

0.7

0.6

0.8

53.8

45.7

53.3

48.8

1.3

0.7

1.8

2.9

10.4

15.6

3.6

2.9

5.0

3.9

4.0

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
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保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

18.5 1.5 
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ウ 岡崎市の図書館などの利用について 

35 あなたは、岡崎市立中央図書館、市民センター図書室などを利用したことがあり

ますか。（あてはまるもの全てに○） 

園児保護者では、「中央図書館（りぶら内）」の割合が 64.2％と最も高く、次いで

「どれも利用したことがない」の割合が 27.6％、「岡崎げんき館情報ライブラリー」

の割合が 21.6％となっています。 

小学生保護者では、「中央図書館（りぶら内）」の割合が 76.5％と最も高く、次いで

「岡崎げんき館情報ライブラリー」の割合が 32.5％、「南部市民センター図書室（シ

ビックセンター内）」の割合が 17.3％となっています。 

中央図書館、市民センター図書室などを利用したことがない人の割合は、小学生で

17.8％、中学生で 14.9％、高校生で 20.0％、園児保護者で 27.6％、小学生保護者

で 15.7％となっており、園児保護者で利用したことがない人の割合が高くなってい

ます。また、園児保護者では、平成 25 年調査と比べ、利用頻度、利用冊数は減少傾

向となっています。小さな子を抱える保護者にとっては、より身近な場における読書

環境の整備が子どもの読書活動を推進する上で重要であると考えられます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

園児保護者 （回答者数 = 519）

小学生保護者 （回答者数 = 676）

園児保護者 （回答者数 = 409）

小学生保護者 （回答者数 = 645）

【平成25年度】 ％

中央図書館（りぶら内）

額田図書館

中央市民センター図書室

南部市民センター図書室（シ

ビックセンター内）

大平市民センター図書室

東部市民センター図書室

岩津市民センター図書室

矢作市民センター図書室

六ツ美市民センター図書室

岡崎げんき館情報ライブラリー

利用したことはあるが名前がわ

からない

どれも利用したことがない

無回答

67.5

3.9

3.7

5.6

2.7

5.6

6.1

6.8

9.0

32.0

1.2

24.0

2.0

77.1

10.7

5.0

9.0

6.0

0.9

11.3

5.6

5.1

27.8

2.5

13.5

2.9

0 20 40 60 80 100

【平成30年度】 ％

中央図書館（りぶら内）

額田図書館（こもれびかん内）

中央市民センター図書室

南部市民センター図書室（シ

ビックセンター内）

大平市民センター図書室

東部市民センター図書室

岩津市民センター図書室

矢作市民センター図書室

六ツ美市民センター図書室

岡崎げんき館情報ライブラリー

利用したことはあるが名前がわ

からない

どれも利用したことがない

無回答

64.2

3.5

0.8

14.3

1.9

2.7

4.2

4.2

5.4

21.6

1.2

27.6

0.6

76.5

11.4

3.4

17.3

5.9

1.2

10.4

4.1

4.1

32.5

1.2

15.7

0.3

0 20 40 60 80 100
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36 回答した図書館などのうち、あなたが最もよく利用する施設の番号をお書きくだ

さい。 

園児保護者では、「中央図書館（りぶら内）」の割合が 61.4％と最も高くなっています。 

小学生保護者では、「中央図書館（りぶら内）」の割合が 55.6％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数回答されたかたは無回答として処理しています。 

 

37 あなたは、回答した図書館などを、どの程度利用していますか。（○は１つ） 

園児保護者では、「年に数回」の割合が 66.8％と最も高く、次いで「月に数回」の

割合が 25.2％となっています。 

小学生保護者では、「年に数回」の割合が 61.3％と最も高く、次いで「月に数回」

の割合が 27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ほぼ毎日 週に３～４回 週に１回 月に数回

年に数回 無回答

回答者数 =

平成30年度 373

平成25年度 303

平成30年度 568

平成25年度 539

0.5

0.4

0.7

3.2

8.3

6.2

5.9

25.2

37.6

27.8

28.6

66.8

53.1

61.3

63.8

4.3

1.0

4.4

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央図書館（りぶら内） 額田図書館（こもれびかん内）

中央市民センター図書室 南部市民センター図書室（シビックセンター内）

大平市民センター図書室 東部市民センター図書室

岩津市民センター図書室 矢作市民センター図書室

六ツ美市民センター図書室 岡崎げんき館情報ライブラリー

利用したことはあるが名前がわからない どれも利用したことがない

無回答

回答者数 =

平成30年度 373

平成25年度 303

平成30年度 568

平成25年度 539

61.4

69.0

55.6

71.1

0.8

1.7

9.3

8.7

0.3

0.3

0.4

0.9

7.8

1.7

6.0

3.2

0.7

0.9

1.5

1.3

4.3

0.2

0.8

1.3

3.7

3.9

2.1

2.6

0.7

2.0

4.3

5.9

1.2

0.6

6.2

8.9

6.9

4.6

1.3

0.2

1.1

0.3
14.7

2.3

15.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
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保
護
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児 

保
護
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小
学
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保
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者 
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児 

保
護
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38 あなたは、回答した図書館などから、１か月に何冊程度の本を借りていますか。

（○は１つ） 

園児保護者では、「借りない」の割合が 40.2％と最も高く、次いで「１～３冊」の

割合が 20.9％、「10 冊以上」の割合が 15.5％となっています。 

小学生保護者では、「借りない」の割合が 31.5％と最も高く、次いで「１～３冊」

の割合が 27.8％、「10 冊以上」の割合が 14.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39 あなたが図書館などを利用する目的は何ですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

園児保護者では、「図書館資料の貸出・返却のため」の割合が 59.5％と最も高く、

次いで「本、新聞、雑誌を読むため」の割合が 30.8％、「調べ物をするため」の割合

が 16.6％となっています。 

小学生保護者では、「図書館資料の貸出・返却のため」の割合が 60.4％と最も高く、

次いで「本、新聞、雑誌を読むため」の割合が 34.0％、「調べ物をするため」の割合

が 25.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

図書館資料の貸出・返却のた

め

調べ物をするため

本、新聞、雑誌を読むため

勉強をするため

おはなし会等図書館などで実施

しているイベントや講座などに

参加するため

知人と交流するため

その他

無回答

59.5

16.6

30.8

6.4

12.6

3.5

8.0

3.5

60.4

25.5

34.0

7.2

4.8

1.8

5.5

3.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

園児保護者 （回答者数 = 373）

小学生保護者 （回答者数 = 568）

10冊以上 ７～９冊 ４～６冊 １～３冊

借りない 無回答

回答者数 =

平成30年度 373

平成25年度 303

平成30年度 568

平成25年度 539

15.5

22.4

14.1

14.7

8.8

8.6

8.3

8.5

10.2

11.9

12.3

9.4

20.9

24.1

27.8

31.2

40.2

30.0

31.5

32.5

4.3

3.0

6.0

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 

9.4
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40 あなたが図書館などを利用したことがない理由は何ですか。 

（あてはまるもの全てに○） 

園児保護者では、「借りた本を返すのが面倒だから」の割合が 38.5％と最も高く、

次いで「本は買って読むから」の割合が 34.3％、「図書館などの使い方がわからない

から」の割合が 17.5％となっています。 

小学生保護者では、「本は買って読むから」の割合が 51.9％と最も高く、次いで「借

りた本を返すのが面倒だから」の割合が 29.2％、「図書館などが近くにないから」の

割合が 19.8％となっています。 

園児保護者、小学生保護者ともに「本は買って読むから」の割合が高く、図書館の

利用が減少しているなかで、図書館の利用促進に向けた取組が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

園児保護者 （回答者数 = 143）

小学生保護者 （回答者数 = 106）

％

本を読まないから

本は買って読むから

図書館には読みたい本がない

から

借りた本を返すのが面倒だから

図書館などが近くにないから

図書館などの駐車場が混雑し

ているから

図書館などの使い方がわから

ないから

市外の図書館などを利用してい

るから

その他

無回答

16.8

34.3

0.0

38.5

14.7

10.5

17.5

11.9

19.6

2.1

14.2

51.9

0.0

29.2

19.8

11.3

16.0

3.8

17.0

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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41 岡崎市では、おはなし会や読み聞かせ会などを様々な場所で開催していますが、聴

く側として参加したことはありますか。（あてはまるもの全てに○） 

園児保護者では、「健診時の読み聞かせ」の割合が 44.9％と最も高く、次いで「中

央図書館（りぶら内）」の割合が 30.6％、「保育園、幼稚園、こども園」の割合が 23.9％

となっています。 

小学生保護者では、「中央図書館（りぶら内）」の割合が 29.7％と最も高く、次いで

「健診時の読み聞かせ」の割合が 29.3％、「保育園、幼稚園、こども園」の割合が

19.5％となっています。 

園児保護者、小学生保護者ともに健診時や中央図書館でのおはなし会や読み聞かせ

会の参加が多くなっています。より多くの人に参加してもらうため、様々な場の情報

提供を行い、周知を図っていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

園児保護者 （回答者数 = 409）

小学生保護者 （回答者数 = 645）

園児保護者 （回答者数 = 519）

小学生保護者 （回答者数 = 676）

【平成25年度】 ％

中央図書館（りぶら内）

額田図書館

市民センター

岡崎げんき館情報ライブラリー

地域交流センター

健診時の読み聞かせ

保育園、幼稚園、こども園

学校

その他

無回答

30.6

0.2

9.0

8.6

18.8

39.1

28.1

1.7

2.7

22.2

21.7

3.6

6.7

2.8

6.7

15.7

15.0

13.6

1.2

45.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【平成30年度】 ％

中央図書館（りぶら内）

額田図書館（こもれびかん内）

市民センター

岡崎げんき館情報ライブラリー

地域交流センター

健診時の読み聞かせ

保育園、幼稚園、こども園

学校

その他

無回答

30.6

0.4

5.0

5.8

16.0

44.9

23.9

2.1

6.2

16.8

29.7

3.0

5.5

3.7

9.5

29.3

19.5

16.9

7.4

22.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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42 図書館では、読み聞かせボランティアのための養成講座を実施していますが、ご

存知ですか。（○は１つ） 

園児保護者では、「知らなかった」の割合が 78.8％と最も高く、次いで「知ってい

るが、興味がない」の割合が 15.2％となっています。 

小学生保護者では、「知らなかった」の割合が 70.3％と最も高く、次いで「知って

いるが、興味がない」の割合が 19.5％となっています。 

平成 25 年度調査に比べ、読み聞かせボランティアのための養成講座の認知度に大

きな変化はなく、今後も周知を図っていくことが必要です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受講したことがある

興味を持っており、ボランティア活動のため受講したい

ボランティア活動のためではなく、読み聞かせの技術を学ぶために受講したい

知っているが、興味がない

知らなかった

その他

無回答

回答者数 =

平成30年度 519

平成25年度 409

平成30年度 676

平成25年度 645

1.0

2.2

2.2

2.2

0.8

2.0

1.9

0.9

2.5

2.9

1.9

1.6

15.2

14.7

19.5

21.6

78.8

73.6

70.3

69.8

1.2

2.0

1.9

1.7

0.6

2.7

2.2

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小
学
生 

保
護
者 

園 

児 

保
護
者 
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エ 子どもの読書活動に対する考え方などについて 

43 あなたは、ご家庭で、お子さんの読書活動を活発化させる（読書好きにさせる、

読書を習慣づけるなど）ためにどのような工夫をされていますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

園児保護者では、「本を買い与えるようにしている」の割合が 37.4％と最も高く、

次いで「お子さんを連れて図書館などに行っている」の割合が 32.8％、「特にしてい

ない」の割合が 30.4％となっています。 

小学生保護者では、「本を買い与えるようにしている」の割合が37.9％と最も高く、

次いで「お子さんを連れて図書館などに行っている」の割合が 36.8％、「特にしてい

ない」の割合が 31.2％となっています。 

平成 25 年度調査に比べ、園児、小学生保護者ともに「本を買い与えるようにして

いる」の割合が増加しています。また、特にしていない人も 3 割程あり、子どもの読

書活動の重要性について保護者への啓発活動も必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

園児保護者 （回答者数 = 409）

小学生保護者 （回答者数 = 645）

【平成25年度】 ％

本を紹介したり読書を勧めたり

している

お子さんを連れて図書館などに

行っている

本を買い与えるようにしている

特にしていない

その他

無回答

18.8

37.9

33.3

33.0

13.4

1.0

25.9

39.5

30.1

32.2

10.4

0.8

0 10 20 30 40 50

園児保護者 （回答者数 = 519）

小学生保護者 （回答者数 = 676）

【平成30年度】 ％

本を紹介したり読書を勧めたり

している

お子さんを連れて図書館などに

行っている

本を買い与えるようにしている

特にしていない

その他

無回答

21.0

32.8

37.4

30.4

10.0

0.2

20.6

36.8

37.9

31.2

9.5

2.2

0 10 20 30 40 50
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44 子どもの読書活動を活発化させる（読書好きにさせる、読書を習慣づけるなど）

ために、学校等、地域、家庭などでどのような取組みが必要だと考えますか。 

（あてはまるもの全てに○） 

園児保護者では、「保育園、幼稚園、こども園、学校の先生がためになる本や面白い

本を子どもに積極的に紹介する」の割合が 50.3％と最も高く、次いで「テレビ・スマ

ートフォン・ゲームなどの時間を減らして読書の時間をつくる」の割合が 45.1％、

「家族みんなで読書をする機会をつくる」の割合が 43.5％となっています。 

小学生保護者では、「テレビ・スマートフォン・ゲームなどの時間を減らして読書の

時間をつくる」の割合が 43.3％と最も高く、次いで「学校の授業に読書を取り入れ

る」の割合が 39.1％、「保育園、幼稚園、こども園、学校の先生がためになる本や面

白い本を子どもに積極的に紹介する」の割合が 37.9％となっています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

園児保護者 （回答者数 = 409）

小学生保護者 （回答者数 = 645）

【平成25年度】 ％

テレビ・スマートフォン・ゲームなど

の時間を減らして読書の時間をつく

る

家族みんなで読書をする機会をつ

くる

保護者が、ためになる本や面白い

本を子どもに積極的に紹介する

保育園、幼稚園、こども園、学校の

先生がためになる本や面白い本を

子どもに積極的に紹介する

学校の授業に読書を取り入れる

学校図書館の蔵書やサービスを改

善し、子どもの利用を増やすよう努

める

図書館などの蔵書やサービスを改

善し、子どもの利用を増やすよう努

める

図書館や市民センター図書室など

の施設を増やす

図書館で子ども向けのイベントを開

催し、図書館へ通うきっかけをつく

る

特に何かする必要はない

わからない

その他

無回答

36.7

42.3

36.7

44.3

40.3

19.6

17.1

14.9

31.5

2.9

3.7

8.8

0.5

45.0

41.1

38.4

40.0

40.9

29.3

16.0

9.8

20.5

2.8

5.3

6.5

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

園児保護者 （回答者数 = 519）

小学生保護者 （回答者数 = 676）

【平成30年度】 ％

テレビ・スマートフォン・ゲームなど

の時間を減らして読書の時間をつく

る

家族みんなで読書をする機会をつ

くる

保護者が、ためになる本や面白い

本を子どもに積極的に紹介する

保育園、幼稚園、こども園、学校の

先生がためになる本や面白い本を

子どもに積極的に紹介する

学校の授業に読書を取り入れる

学校図書館の蔵書やサービスを改

善し、子どもの利用を増やすよう努

める

図書館などの蔵書やサービスを改

善し、子どもの利用を増やすよう努

める

図書館や市民センター図書室など

の施設を増やす

図書館で子ども向けのイベントを開

催し、図書館へ通うきっかけをつく

る

特に何かする必要はない

わからない

その他

無回答

45.1

43.5

42.6

50.3

31.2

17.0

11.8

11.2

31.2

3.3

3.3

5.6

1.0

43.3

35.8

37.0

37.9

39.1

24.6

14.3

9.3

18.8

2.8

4.4

8.6

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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３ 読書環境の概況 

（１）図書館等に関する統計 

本計画書の図書館等に関する統計は、「平成 30 年度版 岡崎市の図書館概要」より

抜粋しました。 

 

① 図書館等における蔵書数 

中央図書館、額田図書館、児童読書活動支援及び地域図書室における蔵書数は以下

のとおりです。 

（単位：冊） 

区分 

平成 29 年度末内訳 

中央 
図書館 

額田 
図書館 

児童読書 
活動支援 

地域図書室 

中央市民
センター

南部市民
センター

大平市民
センター

東部市民
センター

岩津市民 
センター 

矢作市民 
センター 

六ツ美市民
センター

岡崎 
げんき館

一
般
書 

一般書 519,498 11,855 84 3,513 27,648 4,855 4,463 5,655 7,440 3,988 6,086

大活字 3,173 93 0 0 219 0 0 0 0 0 0

洋書 5,729 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 528,400 11,948 84 3,513 27,867 4,855 4,463 5,655 7,440 3,988 6,086

児
童
書 

児童書 58,043 3,556 33,437 605 9927 2,305 2,325 4,163 4,801 1,753 3,588

絵本 33,846 3,544 13,243 1,071 7,936 2,574 2,671 3,494 4,638 2,352 3,580

紙芝居 2,225 489 1,783 34 596 103 141 244 266 133 53

小計 94,114 7,589 48,463 1,710 18,459 4,982 5,137 7,901 9,705 4,238 7,221

ティーンズ資料 8,638 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

参考図書 28,757 202 0 1 93 51 70 75 76 26 34

郷土資料 84,056 688 0 64 204 95 145 210 132 89 30

視
覚
障
が
い
用

点字 1,630 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

録音図書 6,115 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 7,745 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

視
聴
覚
資
料 

ビデオテープ 3,904 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ＤＶＤ 5,830 0 0 0 0 0 0 0 0 0 234

ＣＤ 8,606 0 0 0 0 0 0 0 0 0 226

ＣＤ－ＲＯＭ 36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 18,376 0 0 0 0 0 0 0 0 0 460

 合計 770,086 20,427 48,547 5,288 46,623 9,983 9,815 13,841 17,353 8,341 13,831
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② 図書館等における年間貸出状況 

ア 対象別貸出人数 

中央図書館、額田図書館及び地域図書室における平成 29 年度１年間の貸出人数は

以下のとおりです。 

（単位：人） 

施設区分 

内訳 

合計 
平成 28 

年度 大人 子ども 団体 郵送 

児童 

読書 

活動 

支援 

中央図書館 320,685 63,764 510 332 958 386,249 395,173

額田図書館 6,475 1,672 10 9 8,166 9,350

地
域
図
書
室 

中央市民センター 3,217 708 1 0 3,926 3,446

南部市民センター 49,475 9,241 44 0 58,760 57,996

大平市民センター 7,480 1,146 3 0 8,629 9,125

東部市民センター 4,300 566 10 0 4,876 4,910

岩津市民センター 8,974 1,963 5 0 10,942 11,646

矢作市民センター 7,593 1,796 19 0 9,408 9,469

六ツ美市民センター 7,726 1,134 17 2 8,879 8,758

岡崎げんき館 22,869 9,521 4 5 32,399 34,873

合計 438,794 91,511 623 348 958 532,234 545,369

 

イ 貸出冊数 

中央図書館、額田図書館及び地域図書室における平成 29 年度１年間の貸出冊数は

以下のとおりです。 

（単位：冊） 

施設区分 
内訳 

合計 
平成 28 

年度 一般書 児童書 視聴覚資料

中央図書館 1,040,942 617,073 110,475 1,768,490 1,820,846

額田図書館 19,071 17,562 158 36,791 42,544

地
域
図
書
室 

中央市民センター 6,558 4,360 265 11,183 11,276

南部市民センター 130,284 100,268 2,029 232,581 231,897

大平市民センター 15,506 12,820 275 28,601 30,515

東部市民センター 9,186 8,611 178 17,975 15,892

岩津市民センター 19,124 23,160 488 42,772 44,255

矢作市民センター 17,188 20,664 564 38,416 42,083

六ツ美市民センター 16,519 13,329 573 30,421 30,145

岡崎げんき館 41,457 79,614 3,138 124,209 126,922

合計 1,315,835 897,461 118,143 2,331,439 2,396,375
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ウ 貸出冊数の推移 

（単位：冊） 

区分 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 

中
央
図
書
館 

一般書 1,301,808 1,260,188 1,258,898 1,204,232 1,151,417

児童書 584,383 595,598 616,180 616,614 617,073

計 1,886,191 1,855,786 1,875,078 1,820,846 1,768,490

額田図書館 36,441 38,980 43,359 42,544 36,791

地域図書室 527,073 532,902 531,995 532,985 526,158

計 2,449,705 2,427,668 2,450,432 2,396,375 2,331,439

 

エ 児童読書活動支援貸出状況 

児童の読書活動の推進を目的とし、朝の読書時間や各学校における教科学習や総合

的な学習の時間等の教育活動を支援するため、市内小学校等を対象に平成 25 年度か

ら実施しています。平成 29 年度１年間のセット貸出及び授業支援用資料提供状況は

以下のとおりです。 

 
《セット貸出》 

学校規模別の冊数をあらかじめセットし、各校２か月に１回の定期配送をしています。 

※平成 29 年度は希望する学校のみコンテナ数をクラス数に合わせて提供 

※平成 29 年９月から県立岡崎盲学校への配送を開始 

 学校数 配送回数 貸出冊数 

大規模校 16 ４ 41,920

中規模校 17 ４ 30,520

小規模校 13 ４ 12,380

県立岡崎特別支援学校 １ ４ 200

県立岡崎盲学校 １ ３ 75

合計 48 - 85,095

 
《授業支援用資料提供》 

申込みのあった教科・単元の資料を配送しています。貸出冊数は各校 100 冊以内 

※貸出期間は１か月です。 

※平成 29 年度は貸出冊数を無制限とした。 

申込件数 貸出冊数 

112 4,518 
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（２）小中学校における読書環境の概況 

① 平成 29 年度の司書教諭の発令状況及び負担軽減の状況 

（平成 29 年 12 月１日現在） 

区分 
学校 

総数 

司書教諭 

発令 

学校数 

12 学級以上の学級 11 学級以下の学校 

学校数 

司書教諭

発令 

学校数

授業時数の 

負担軽減 学校数

司書教諭

発令学校

数 

授業時数の 

負担軽減 

有り 無し 有り 無し 

小学校 47 41 33 32 0 32 14 9 0 9

中学校 20 18 17 17 0 17 3 1 0 1

 
 

② 小中学校における蔵書状況（平成 29 年 12 月１日現在） 

区分 

学校図書館 

図書標準 

の冊数 

平成 27 年

度末の学校

図書館図書

の冊数 

平成 28 年

度中の 

購入冊数

平成 28 年

度中の 

寄贈冊数

平成 28 年

度中の 

廃棄冊数

平成 28 年

度末の学校

図書館図書

の冊数 

増加冊数

小学校 436,840 607,163 16,246 3,141 13,195 613,355 6,192

中学校 260,400 310,682 13,254 1,758 11,804 313,890 3,208

 
 

③ 蔵書のデータベース化の状況（平成 29 年 12 月１日現在） 

区分 

蔵書をデー

タベース化

している 

学校数 

データベース化率 電子管理を

活用して

貸出・返却

を行ってい

る学校数

25%未満 
25～50％

未満 

50～75％

未満 

75～100%

未満 
100% 

小学校 25 1 0 1 3 20 23

中学校 14 0 1 1 6 6 12

 
 

④ 全校一斉の読書活動の実施状況（公立）（平成 29 年 12 月１日現在） 

区分 

全校一斉の 

読書活動 

実施 

学校数 

実施時間 

始業前 その他 毎日 
週に 

数回 

週に 

１回 

週に 

数回 
その他

小学校 46 30 16 9 14 17 1 5

中学校 19 14 5 8 8 2 0 1
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⑤ 全校一斉読書活動以外の読書活動推進のための取組の状況 

（平成 29 年 12 月１日現在） 

区分 読み聞かせ ブックトーク 
必読書コーナー

等の設置 

目標とする 

読書量の設定 

小学校 45 6 20 20

中学校 9 5 17 4

 

⑥ ボランティアの活用状況（平成 29 年度） 

区分 

活用分野（複数回答による） 

ボランティアを活用

している学校数 

配架や貸出・返却

業務等学校図書館

運営の支援 

学校図書館の書架 

見出し、飾り付け、 

図書の修繕等支援 

読み聞かせ、 

ブックトーク等、

読書活動の支援 

小学校 42 1 9 42

中学校 7 2 3 7

 

⑦ 公共図書館との連携状況（平成 29 年度） 

区分 

連携方法 

職場体験 図書館見学 
セット貸出の

配送※１ 

授業支援用 

資料の提供※２ 
その他 

小学校 0 16 46 106 0

中学校 13 0 - 5 0

 
※１ 配送学校件数 
※２ 授業支援用資料の申込件数 
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（３）市内読書活動推進に関わる市民団体 

市では、図書館、地域施設、小学校などにおいて、市民ボランティアグループによ

る子どもへの読み聞かせ事業などが積極的に実施されています。これら市内で活動を

行っている市民団体は以下のとおりです。 

 

① 図書館や地域施設で読書活動推進に関わる市民団体一覧（平成 30 年度） 

 
施設区分 施設名 市民団体の名称 

図書館 中央図書館 
おはなしの森ころころくまさん 

おはなしの森まほうの豆 

岡崎げんき館 情報ライブラリー おはなし・ほたる 

市民センター 

南部 おはなしの森コロボックル 

岩津 おひさまパン 

矢作 
おはなしポケットやはぎ 

とんとんひろば 

大平 おはなし・ほたる 

東部 おはなし・グーチョキパー 

六ツ美 六ツ美おはなしの会 
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② 学校等で読書活動推進に関わる市民団体一覧（平成 30 年度） 

 
学校名 市民団体の名称 

愛教大付属岡崎小学校 図書クラブ 

小豆坂小学校 読み聞かせボランティアの会がらがらどん 

愛宕小学校 あたごハッピースマイルズ 

井田小学校 マザーグースの会 

岩津小学校 ももんちゃんの会 

上地小学校 絵本クラブ「みきた」 

梅園小学校 おはなしのへや 

恵田小学校 そよかぜの会 

生平小学校 読み聞かせボランティア 

岡崎小学校 おはなしたまてばこ 

奥殿小学校 ぽかぽかクラブ 

男川小学校 もこもこの会 

形埜小学校 （名称なし） 

北野小学校 おはなしクラブ きらきら 

城南小学校 おはよう絵本タイム 

竜美丘小学校 読書クラブ 

大樹寺小学校 樹げ夢の会 

大門小学校 読み聞かせサークルＰｉＰｉ（ピピ） 

常磐小学校 本読みトトロ 

常磐東小学校 お話図書館 

常磐南小学校 ときなん 

豊富小学校 豊森ほどくん 

夏山小学校 読みよみたい 

羽根小学校 えほんの宅急便 

広幡小学校 トトロの会 

福岡小学校 お話トロッ子 

藤川小学校 むらさきポエム 

細川小学校 バムとケロの会 

美合小学校 こあらグループ 
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学校名 市民団体の名称 

三島小学校 はい！チーズ！！ 

緑丘小学校 ほしの木よむよむ 

六名小学校 読み聞かせボランティア 

六ツ美西部小学校 にこにこレンジャー 

六ツ美中部小学校 るるの会 

六ツ美南部小学校 がらがらどんの会 

本宿小学校 さくらの会 

矢作北小学校 笑本の会 

矢作西小学校 おはなしこんぺいとう 

矢作東小学校 きらら絵本館 

矢作南小学校 おはなしルンルン 

山中小学校 きらきらスマイル 

竜谷小学校 読み聞かせグループ絵夢 

連尺小学校 絵本に親しむ会 ぐるんぱ 

葵中学校 大きな木 
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４ 計画策定経過 

（１）図書館協議会 

計画の策定にあたっては、市民の意見を積極的に取り入れるため、学識経験者及び

市民委員等からなる「岡崎市図書館協議会」において、「岡崎市子ども読書活動推進計

画」に対する助言や提言をいただきました。 

 

委員名 所属 備考 

竹下 裕隆 愛知県立岡崎高等学校長 学校教育の関係者 

中村 公治 岡崎市小中学校現職研修委員会学校図書館部長 学校教育の関係者 

平岩 ふみよ 竹の子幼稚園長 学校教育の関係者 

田島 邦江 岡崎女子大学・短期大学図書課長 学校教育の関係者 

山田 美代子 りぶらサポータークラブ 
社会教育・家庭教育
の関係者 

浦部 幹資 愛知淑徳大学非常勤講師 学識経験者 

江良 友子 愛知学泉短期大学専任講師 学校教育の関係者 

青島 義紀 岡崎市ＰＴＡ連絡協議会副会長 
社会教育・家庭教育
の関係者 

浅岡 悦子 市民公募  

横山 深雪 市民公募  

 
 

（２）子ども読書活動推進計画策定委員会 

子どもの読書活動推進のための施策を実施している関係部署は複数あることから、

第三次子ども読書活動推進計画の策定にあたり、関係部署のメンバーからなる「子ど

も読書活動推進計画策定委員会」を設置し、具体的な施策や事業の立案及び計画案の

検討作業などを実施しました。関係部署は以下のとおりです。 

市民協働推進課、健康増進課、こども育成課、保育課、学校指導課、中央図書館 
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（３）スケジュール 

日程 検討内容 

平成 30 年４月 17 日 

～27 日 

推進計画における各取組の進捗状況及び、推進計画に盛り込む
施策の調査 

平成 30 年５月 15 日 

第１回岡崎市子ども読書活動推進計画策定委員会開催 

【議題】 

子ども読書活動推進計画の趣旨 

第三次岡崎市子ども読書活動推進計画の概要 

計画策定の進め方 

平成 30 年５月 31 日 

～６月 22 日 

子ども読書活動推進計画に関するアンケートの実施 

【対象・回収数】 

保育園（保護者：358 通） 

こども園（保護者：161 通） 

小学校（児童：510 通、保護者：676 通） 

中学校（生徒：673 通） 

高等学校（生徒：471 通） 

平成 30 年６月下旬 

～７月 
アンケート集計・分析 

平成 30 年７月末 素案作成 

平成 30 年８月９日 

第１回岡崎市図書館協議会開催 

【議題】 

子ども読書活動推進計画（案）について 

平成 30 年８月９日 

～８月 24 日 
岡崎市図書館協議会委員に対する意見聴取の実施 

平成 30 年 10 月５日 

第２回岡崎市子ども読書活動推進計画策定委員会開催 

【議題】 

子ども読書活動推進計画（案）について 

平成 30 年 10 月５日 

～10 月 19 日 
岡崎市図書館協議会委員に対する２回目意見聴取の実施 

平成 30 年 12 月 20 日 

～平成 31 年１月 20 日 
パブリックコメント実施 

平成 31 年２月 22 日 

第３回岡崎市子ども読書活動推進計画策定委員会開催 

【議題】 

子ども読書活動推進計画（案）について 

平成 31 年２月 26 日 

第２回岡崎市図書館協議会開催 

【議題】 

子ども読書活動推進計画（案）について 

平成 31 年３月 冊子等作成 
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